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昨年 5 月、日本地域開発センター「地域開発」5 月号で、「地域づくりのメッカを目指す南信州・飯田

の試み」が特集されました。体験教育旅行、市民ファンドによる太陽光発電の取組、人形劇のまちづく

りなど、飯田から全国にむけて多彩な発信が行われる源泉は、地域ごとに配置された公民館・自治振興

センターを拠点に展開される住民自治の取組と、その取組を市役所職員が支える「市民協働」のしくみ

にある、と特集ではまとめられています。    

21 世紀初頭、私たちの暮らす地域や社会は様々な問題に直面しています。 

地域人材の育成、安心して暮らすための担保としての健康増進と介護予防活動、地域産業の育成＆雇

用の創出、環境を巡る学びと実践、災害復興とそのコンセンサスづくり、地域防災と日々の営みのつな

ぎ直し、農業・商業の担い手対策、中心市街地の再生，自殺防止と虐待対応、見守りと声かけや安否確

認、そして、郷土愛の涵養、多様性を認め合う意思決定の仕組み、シチズンシップ・自治の育成、協働

のまちづくり等々。 

溢れんばかりの今日的な課題に、私たちが立ち向かおうとするときに、飯田型の「市民協働」のしく

みを改めて見直し、多彩な人々が集い諸問題に取組み、解決を探るための「共創の場」として発展させ

ていくことが必要です。 

そういう共創の場づくりを進めるために、兵庫県尼崎市、長野県松本市と共同し「解体新書塾～公民

館・地域自治のあり様を問い直す自治体間共同研究」を開催する運びとなりました。その第 1 回目であ

る飯田研究会を次のとおり開催いたします。 

ぜひ多くの皆様の参加をお待ちしています。 

 

1111 主催主催主催主催    飯田市教育委員会（主管飯田市教育委員会（主管飯田市教育委員会（主管飯田市教育委員会（主管    飯田市公民館）飯田市公民館）飯田市公民館）飯田市公民館）    

2222 飯田研究会の飯田研究会の飯田研究会の飯田研究会のテーマテーマテーマテーマ    「住民自治を支える職員はどのように育つのか」「住民自治を支える職員はどのように育つのか」「住民自治を支える職員はどのように育つのか」「住民自治を支える職員はどのように育つのか」    

 

3 日時日時日時日時    10101010 月月月月 18181818 日日日日((((土土土土))))午後午後午後午後 1111 時時時時からからからから 20202020 日日日日((((月月月月))))午後午後午後午後 2222 時時時時 30303030 分分分分までまでまでまで 

 

4444 会場会場会場会場    天龍峡天龍峡天龍峡天龍峡研修センター及び天龍峡温泉交流館他研修センター及び天龍峡温泉交流館他研修センター及び天龍峡温泉交流館他研修センター及び天龍峡温泉交流館他    

(飯田市川路 4992-1 tel 0265-27-4011) 

 

5555 概要概要概要概要    

(1)(1)(1)(1) 全体全体全体全体構成構成構成構成    

飯田市職員及び職員に寄りそう住民リーダーへのグループインタビューと講義・視察を加えた

研究会 

 

(2)(2)(2)(2) グループインタビューのカテゴリーグループインタビューのカテゴリーグループインタビューのカテゴリーグループインタビューのカテゴリー    

① 現役公民館主事 

② 公民館主事 OB のうち、他部署で活躍している現役職員 

③ 公民館主事 OB で退職後も活躍している方 

④ 公民館主事の経験はないけれど一住民の立場で公民館運営に関わっている職員 

⑤ 公民館活動や役員の経験はないけれど、現場主義で頑張っている職員 

⑥ 公民館主事の相談相手とし地域で頑張っている住民リーダー 



 

6666 日程日程日程日程    

10 月 18 日(土) 天龍峡研修センター 

13:00 20’分 開会 あいさつ・オリエンテーション 

13:20 60分 講義 1「飯田型公民館の組織と活動」 飯田市公民館 木下巨一 

14:20 20分 休憩  

14:40 60分 講義 2「自治体職員に求められる力量とは」 高橋寛治氏（元公民館主事、元飯田 

市産業経済部長、元高野町副町長) 

15:40 90分 グループインタビュー1 

「現役公民館主事に聞く」 

 

17:10 休憩   

17:30 

 

90分 

 

グループインタビュー2 

「公民館主事を経験した現役職員に聞」 

 

 

19:00  夕食交流会(天龍峡温泉交流館食堂にて)  

10 月 19 日(日) 天龍峡研修センター 

8:30 

 

90分 

 

グループインタビュー3 

「公民館役員を経験した職員に聞く」 

 

 

10:00 120分 現地研修「川路地区文化祭見学」  

12:00 30分 講義 3「惣菜さくらの取組から」 宮沢俊子氏（惣菜さくら代表） 

12:30 45分 昼食(惣菜さくらのお弁当)  

13:15 

 

90分 

 

グループインタビュー4 

「現場主義で働く職員に聞く」 

 

 

14:45 15分 休憩  

15:00 

 

120分 

 

グループインタビュー5 

「公民館主事に寄り添う住民に聞く」 

 

 

17:00 20分 休憩  

17:20 

 

50分 

 

講義 4 

「住民・行政・公民館の関係を考える」 

長谷部三弘氏（元公民館副館長、鎮

守の杜風土舎代表） 

18:10 

 

50分 講義 5 

「草創期公民館の原点を振り返る」 

伊藤学司氏（長野県教育長、元文科

省社会教育課長） 

19:00  夕食交流会(天龍峡温泉交流館食堂にて)  

10 月 20 日(月) 天龍峡研修センター 

8:30 

 

90分 

 

まとめの会 1 

「参加者による WS と発表」 

 

 

10:00 20分 休憩  

10:20 

 

 

 

70分 

 

 

 

まとめの会 2 

「現場からのまとめ」 

 

 

船木成記氏（尼崎市顧問） 

矢久保学氏 

（松本市地域づくり本部長） 

高橋寛治氏（元飯田市公民館主事） 

11:30 30分 講義 6「川路そば普及組合の取組から」  

12:00 60分 昼食（川路そば普及組合のそば定食） 川路そば普及組合の皆さん 

13:00 

 

 

 

 

90分 

 

 

 

 

まとめの会 3 

「研究者の知見に学ぶ」 

諸富徹氏（京都大学） 

八木信一氏（九州大学） 

太田隆之氏（静岡大学） 

牧野篤氏（東京大学） 

荻野亮吾氏（東京大学） 

14:30 閉会   
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〇
〇

〇
〇

4
3
飯
田
市

堤
　
幹
雄

飯
田
市
公
民
館

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
1
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

4
4
飯
田
市

松
下
　
徹

文
化
財
担
当
課

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
2
登
壇
者

〇
〇

4
5
飯
田
市

上
沼
　
昭
彦

企
画
課

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
2
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇

4
6
飯
田
市

氏
原
　
理
恵
子

男
女
共
同
参
画
課

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
2
登
壇
者

〇
〇

4
7
飯
田
市

竹
前
　
雅
夫

会
計
管
理
者

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
3
登
壇
者

〇

4
8
飯
田
市

斎
藤
　
浩

松
尾
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
3
登
壇
者

〇

4
9
飯
田
市

久
保
田
　
智
代

文
化
会
館

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
3
登
壇
者

〇

5
0
飯
田
市

平
沢
　
健

下
水
道
課

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
3
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

5
1
飯
田
市

小
室
　
勇
次

農
業
課

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
4
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

5
2
飯
田
市

筒
井
　
文
彦

広
報
情
報
課

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
4
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

5
3
飯
田
市

棚
田
　
昭
彦

川
路
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
4
登
壇
者

〇

5
4

諸
富
　
徹

京
都
大
学

ま
と
め
3
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

5
5

八
木
　
信
一

九
州
大
学

ま
と
め
3
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

5
6

牧
野
　
篤

東
京
大
学

ま
と
め
3
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

5
7

荻
野
　
亮
吾

東
京
大
学

ま
と
め
3
登
壇
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

5
8

稲
葉
　
美
里

法
政
大
学

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

5
9

伊
藤
　
学
司

長
野
県
教
育
長

講
義
4
講
師

〇
〇

〇
〇

〇
〇

6
0

水
畑
　
順

文
科
省
社
会
教
育
課

〇
〇

〇
〇

6
1
飯
田
市

牧
野
　
光
朗

飯
田
市
長

〇

6
2
飯
田
市

伊
澤
　
宏
爾

飯
田
市
教
育
長

〇
〇

6
3
飯
田
市

篠
田
喜
代
志

飯
田
市
教
育
次
長

〇
〇

6
4
飯
田
市

木
下
　
巨
一

飯
田
市
公
民
館

全
体
責
任
者

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

6
5
飯
田
市

木
下
　
慎
一
郎

飯
田
市
公
民
館

事
務
局

〇
〇

〇
〇

〇

6
6
飯
田
市

野
口
　
孝
浩

飯
田
市
公
民
館

事
務
局

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

3
6

3
7

3
7

4
0

2
8

2
7

2
8

3
1

3
4

3
6

4
0

3
1

3
3

3
2

3
3

1
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1
9

3
1

1
8

2
7

3
2

1
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2
9
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平成平成平成平成26262626年度飯田市公民館基本方針年度飯田市公民館基本方針年度飯田市公民館基本方針年度飯田市公民館基本方針 

    

１１１１    目指す都市像の実現に向け目指す都市像の実現に向け目指す都市像の実現に向け目指す都市像の実現に向けてててて公民館公民館公民館公民館が果たすべきことが果たすべきことが果たすべきことが果たすべきこと    

飯田市では、平成１９年度から「住み続けたいまち 住んでみたいまち 飯田 人も自然も輝く 文化

経済自立都市」を目指す都市像に掲げた第５次基本構想基本計画、自治基本条例、地域自治組織など

市政の新しい枠組みがスタートしました。飯田市の公民館は、まちづくり委員会の構成団体である

とともに、社会教育法に基づく教育機関としての２面性を持っています。地域の諸団体と連携協

力を図りつつ、住民の自由な学習活動を支援する地育力向上の拠点となっています。 

戦後まもなく発足した飯田市の公民館は、地域に密着して、市民の自由な文化学習活動を支援し、

地域づくりの基盤である人づくりに大きな役割を果たしてきましたが、社会、経済など公民館を取り

巻く環境は大きく変容しています。とりわけ、三遠南信自動車道の全通と 2027 年開通をめざしルー

ト・駅位置が確定したリニア中央新幹線時代を見据えた持続可能な地域づくりが今後益々重要に

なります。そのためには、東日本大震災から地域の絆の大切さを再認識した今、公民館活動から

「結いの心」を紡いでいく必要があります。    

そこで飯田市の公民館は、住民による自立した地域経営に向けて、今後も引き続き地域に着目

した学習と交流を深める役割を担い、「みつける つながる 育てる 実現する場」として愛着を持

って住み続けられる地域づくり、人づくりの一翼を担っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

２２２２    公民館の公民館の公民館の公民館の具体的な具体的な具体的な具体的な役割役割役割役割    

公民館は、地育力向上の拠点として地域の特色ある自然や文化を基底に、地域住民の学習と交流を

図ります。少子高齢化や地域への帰属意識の希薄化など様々な地域の課題解決に向けた学習を支援す

ることで、コミュニティ意識の醸成や地域の担い手づくりを目指します。公民館の具体的な役割は次

のとおりです。    

（１） だれもが気軽に利用し活動できる「自由なたまり場」 

（２） 参加者の自主性・創造性を活かし仲間づくりを図る「集団的な活動と交流の場」 

（３） 先人が築いた歴史・文化を大切にして今に活かす「歴史を伝え文化を創造する場」 

（４） 住民の生涯にわたる学習や学習のグループ化を支援し様々な地域の課題に対応できる「学習の場」 

（５） 人が人として尊ばれ差別なく暮らせる「人間尊重の精神を学びあう場」 

（６） 地域の絆を深め健康で心豊かな人づくりを図る「スポーツ・レクリエーションの場」 

（７） 子どもたちが健やかに育つとともに故郷に愛着と誇りを持てる「地域の良さを再発見する場」 

（８） 地域のさまざまな出来事を記録し情報を提供・発信する「情報授受と発信の場」 

みつけるみつけるみつけるみつける    つながるつながるつながるつながる    育てる育てる育てる育てる    実現する公民館実現する公民館実現する公民館実現する公民館    

・地域活性化の起爆剤となる地域の資源（人・もの）を発掘できる 

・地域や人を知り、自己実現を図るテーマや素材を見つける 

・多様な主体が情報や課題を共有し取り組むことで相乗効果を生む 

・人と人が結びつくことで悩みや課題解決の糸口となる 

つ
な

つ
な

つ
な

つ
な
がが がが
るる るる
 

・地域を担うキーパーソンが生まれ後継者が育つ 

・住民相互の学びが深まりネットワークが広がる 

・地域が活性化し地域の課題解決に結びつく 

・思いが実現できる 

 

愛
着

愛
着

愛
着

愛
着
をを をを
持持 持持
っ
て

っ
て

っ
て

っ
て
    

住住 住住
みみ みみ
続続 続続
け
ら
れ
る

け
ら
れ
る

け
ら
れ
る

け
ら
れ
る
地
域

地
域

地
域

地
域
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づ
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づ
く
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目
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し
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め
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め
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め
る

め
る
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て
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て
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て
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公民館は公民館は公民館は公民館は地育力を向上させる地育力を向上させる地育力を向上させる地育力を向上させる実践的な場として機能する実践的な場として機能する実践的な場として機能する実践的な場として機能する 

み
つ
け
る

み
つ
け
る

み
つ
け
る

み
つ
け
る
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現
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現
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す
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３３３３    飯田市の公民館活動飯田市の公民館活動飯田市の公民館活動飯田市の公民館活動のののの基本理念基本理念基本理念基本理念「「「「４つの運営原則４つの運営原則４つの運営原則４つの運営原則」」」」    

昭和４６年、飯田市は文部省の委嘱を受けて「公民館運営基準の研究」（管理運営に関する事項お

よび運営の指針に関する事項）を始め、昭和４８年にまとめました。この運営基準研究の中で次に掲

げる「公民館運営の４原則」が確認されました。時代は変化してもこの理念を尊重しつつ、公民館が

果たすべき役割を担っていきます。 

 

４４４４    「４つの運営原則」に基づく主「４つの運営原則」に基づく主「４つの運営原則」に基づく主「４つの運営原則」に基づく主体的な体的な体的な体的な公民館活動の公民館活動の公民館活動の公民館活動の展開に向け展開に向け展開に向け展開に向けてててて    

地域自治組織のまちづくり委員会で各地区の公民館は、引き続き学習と交流を起点に地域内の連携 

協力を図り、住民自治の充実に必要な地域の社会教育機関として地育力向上の拠点を担います。 

（１）各地区の公民館が設置する専門委員会は、「住民参画の原則」に基づいて地域を素材に学習と交

流を促進する事業を主体的に企画立案し運営します。 

（２）分館は、最も身近なコミュニティ形成の場であり日常のたまり場として、身近な課題の解決に取

り組むなど住民同士のふれあいを大切にしながら主体的な活動を展開します。 

 

５５５５    重点重点重点重点目標目標目標目標    

 以上を踏まえ、以下の事項を平成２６年度の重点目標として取り組みます。 

（１）ＮＰＯ法人を始めとした志縁団体や、地域で活動する地縁団体などの多様な主体との連携を強化し、

それら団体と地域を結ぶ媒介機能の構築を目指します。 

（２）地域内だけでなく幅広い交流を図りながら学習を起点に地域の資源を再認識して、地域の価値を

文化的、経済的に高める取り組みを進めます。 

（３）地域で最も身近な社会教育機関として、「飯田市小中連携・一貫教育」を地域から支え、学校と

地域や多様な主体がつながるために実践的に取り組みます。 

（４）地域を愛し、理解し、地域に貢献する人材を育てる「地域人教育」及び「高校生講座」に積極的

に取り組みます。 

（５）共通の地域課題に取組む公民館をネットワークし、新たな枠組みによる学習と交流活動を推進す

るとともに、課題解決につなげる高等教育機関等内外の知見を取り入れた学習活動を展開します。 

（６）各地区に内在する様々な地域の課題解決のために次の事業に取り組みます。 

①子どもを持つ親を対象に親や子の仲間づくりを図るとともに、子どもが健やかに育ち、発達段階

に応じた基本的な生活習慣の習得を支援する学習の機会を提供します。 

②国籍にかかわらず住民相互に理解し合える関係をつくるために、多文化交流や日本語や外国語の

学習の機会を提供します。 

③「いいだ人形劇フェスタ」を地域から支えてまちづくりにつなげる取組を推進するほか、身近な

ところで様々な芸術文化に触れ、創造する機会を提供します。 

④住民が郷土への関心を高め、愛着を持てるような多彩な学習の機会を提供します。 

⑤食育、親子の栄養と健康、生活習慣病予防、習慣的な運動等の面から健康学習の機会を提供します。 

⑥身近な自然体験型活動から世界規模の地球温暖化防止まで多彩な環境学習の機会を提供します。 

    (1) (1) (1) (1) 地域中心の原則地域中心の原則地域中心の原則地域中心の原則 

まちづくりを考えるときも、日常的に身近な地域から出発することが大切である。地域ごとに

設置された公民館は常に地域を中心としてとらえた学びの場であるべきである。 

(2) (2) (2) (2) 並立配置の原則並立配置の原則並立配置の原則並立配置の原則 

地域の規模や特徴は異なっても、公民館は２０地区に対等に配置され、それぞれの活動が等し

く尊重される。この原則は地域中心の原則を保障するものである。 

(3) (3) (3) (3) 住民参画の原則住民参画の原則住民参画の原則住民参画の原則 

公民館を設置し、そこに職員を配置することは行政の役割であるが、公民館の事業の企画運営

は、地域住民によって組織された専門委員会や運営委員会、より身近な住民の単位である分館

活動など、それぞれの事業が自発的な住民の意思に基づいて行われることが大切である。この

様な組織や活動は、飯田市の公民館活動の原動力になっている。 

(4) (4) (4) (4) 機関自立の原則機関自立の原則機関自立の原則機関自立の原則 

教育行政が一般行政から一定の独立性、中立性を保っていることに鑑み、公民館が地域の社会

教育機関として住民の主体的な学習活動を保証することは大切である。その意味で公民館が自

立した体制をもっていることは重要である。   



平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度    飯田市公民館の事業計画飯田市公民館の事業計画飯田市公民館の事業計画飯田市公民館の事業計画    

    

 平成２６年度飯田市公民館基本方針に基づいて、飯田市公民館（連絡調整を担う飯田市公民館

（以下「市公民館」という。）と２０地区公民館）が展開する主な事業を次のとおり計画します。 

    

１１１１    ２０地区公民館と市公民館は合同して以下の事業を展開します。２０地区公民館と市公民館は合同して以下の事業を展開します。２０地区公民館と市公民館は合同して以下の事業を展開します。２０地区公民館と市公民館は合同して以下の事業を展開します。    

（１）第（１）第（１）第（１）第５５５５２２２２回飯田市公民館大会回飯田市公民館大会回飯田市公民館大会回飯田市公民館大会    

公民館関係者や広く市民を対象にして、１年間の公民館活動を総括して更なるステップアップ

を図る機会として、平成２７年２月１５日（日）に開催します。 

（２）いいだ人形劇フェスタ２０１（２）いいだ人形劇フェスタ２０１（２）いいだ人形劇フェスタ２０１（２）いいだ人形劇フェスタ２０１４４４４    

いいだ人形劇フェスタは、８月５日（火）～１０日（日）に開催されます。いいだ人形劇フェ

スタ実行委員会と連携した取組を行うとともに、地区実行委員会の充実を図って地区からフェ

スタを盛り上げ、人形劇を通した地域づくりの土壌を醸成します。 

（３）飯田市成人式（３）飯田市成人式（３）飯田市成人式（３）飯田市成人式    

飯田市成人式は、平成２７年１月１１日（日）に新成人の一番身近な居住地域・出身地域を

単位に全市一斉で開催します。各地区では、新成人を含めた成人式実行委員会を組織し、新

成人が多様な活動を通じて地域を知り、地域との関わりを持てる学習を深めることで、地域

に愛着と誇りを持ち、将来における自己のあり方を見つめる機会とします。 

（４）小中連携・一貫教育推進（４）小中連携・一貫教育推進（４）小中連携・一貫教育推進（４）小中連携・一貫教育推進    

平成２５年度から全中学校区に導入された小中連携・一貫教育を地域から支え、地域と学校の

特色を生かした取り組みを推進します。    

    

２２２２    ２０２０２０２０地区公民館地区公民館地区公民館地区公民館はははは、、、、専門委員会が主体的に専門委員会が主体的に専門委員会が主体的に専門委員会が主体的に事業を企画して事業を企画して事業を企画して事業を企画して展開するほか展開するほか展開するほか展開するほか、、、、多様な分野で多様な分野で多様な分野で多様な分野で    

学びの機会を設けることで、学びの機会を設けることで、学びの機会を設けることで、学びの機会を設けることで、地域で地域で地域で地域で学習と交流を学習と交流を学習と交流を学習と交流を深め深め深め深めますますますます（カッコ内は例示。）。 

（１）乳幼児親子が学ぶ（乳幼児学級など）                …重点目標(6)-① 

（２）学齢期親子が学ぶ（家庭教育講座・講演会など）            …重点目標(6)-① 

（３）人権平和や多文化を学ぶ（人権講座、中国帰国者支援事業など）    …重点目標(6)-② 

（４）地域で芸術文化に触れる（ふるさとコンサート、人形劇公演など）   …重点目標(6)-③ 

（５）身近な地域を素材に学ぶ（ふるさと探訪、歴史学習会など）      …重点目標(6)-④ 

（６）健康で生き生き暮せる学び（男の料理教室、健康教室など）       …重点目標(6)-⑤ 

（７）身近に環境を学ぶ（みんなの環境学習講座、水生生物観察会など）     …重点目標(6)-⑥ 

（８）多彩な学びと交流（女性学級、高齢者学級など）                …重点目標全て 

  

３３３３    市公民館は、市公民館は、市公民館は、市公民館は、市民の学習と市民の学習と市民の学習と市民の学習と交流を深めるために交流を深めるために交流を深めるために交流を深めるために以下の事業を主管し以下の事業を主管し以下の事業を主管し以下の事業を主管してててて展開します。展開します。展開します。展開します。    

（１）（１）（１）（１）地域人教育地域人教育地域人教育地域人教育支援事業支援事業支援事業支援事業    

飯田OIDE長姫高校、松本大学、飯田市の３者で引き続き「地域人教育パートナーシップ協定」

を締結し、地域を愛し、理解し、地域に貢献する人材育成に取り組みます。 

（２）高校生講座（２）高校生講座（２）高校生講座（２）高校生講座 

   海外との比較の中でふるさと飯田の魅力を再認識し、地域に誇りと愛着を持ちつつ、グローバ

ルな視点で地域の将来ビジョンをデザインできる人材を育成します。 

    



（３）（３）（３）（３）飯田飯田飯田飯田市民大学講座市民大学講座市民大学講座市民大学講座 

引き続き「伊那谷の自然と文化」をテーマにして第３８回飯田市民大学講座を開講します。講

座の内容等は運営委員会で企画します。 

（４（４（４（４））））人権平和・人権平和・人権平和・人権平和・多文化学習事業多文化学習事業多文化学習事業多文化学習事業 

  地域の国際化に対応するために、平和学習を通じた人権・平和の意識向上を図るとともに、外

国籍住民への日本語教育を柱とした多文化共生事業を展開します。 

（（（（５５５５））））子育て講座と子育て講座と子育て講座と子育て講座と子育てサークル支援事業子育てサークル支援事業子育てサークル支援事業子育てサークル支援事業 

  子育てリーダーグループ「トライアングル」の支援を軸とした子育てネットワークの充実を図

るとともに、飯田女子短期大学と連携しその専門的な知見を活かした子育て講座等を開催しま

す。 

（（（（６６６６）小学生の）小学生の）小学生の）小学生の基本的な生活習慣に関するアンケート調査基本的な生活習慣に関するアンケート調査基本的な生活習慣に関するアンケート調査基本的な生活習慣に関するアンケート調査 

  市内の小学生の基本的な生活習慣の習得状況などを把握し、公民館やＰＴＡの家庭教育などに

関する事業の教材として役立てることなどを目的に、小学校の協力を得て調査を実施します。 

（（（（７７７７））））飯田市女性バレーボール大会飯田市女性バレーボール大会飯田市女性バレーボール大会飯田市女性バレーボール大会    

バレーボール連盟の協力を得て、参加チームの主体的な運営参加により開催します。会場は上

郷体育館と高陵中学校体育館で、１１月１６日（日）に開催します。 

（（（（８８８８））））第第第第３３３３９９９９回公民館コーラスグループ回公民館コーラスグループ回公民館コーラスグループ回公民館コーラスグループ発表会発表会発表会発表会    

   各公民館を拠点に活動するコーラスグループが実行委員会を組織し、自主運営方式で開催し

ます。会場は飯田市公民館で、平成２７年２月２２日（日）に開催します。 

（（（（９９９９））））JICA 草の根技術協力事業草の根技術協力事業草の根技術協力事業草の根技術協力事業 

  フィリピン・レガスピ市における住民自治組織づくりを支援するとともに、住民自治組織の活

動拠点である「公民館」の建設と、公民館を拠点とした地域コミュニティ形成のための住民自

治活動の支援に取り組みます。 

（（（（10101010）着地研究会（仮称））着地研究会（仮称））着地研究会（仮称））着地研究会（仮称）    

  定年退職を控えた世代を対象に、退職後の地域へのスムースな着地をめざし、これまでのキャ

リアを活かしたライフスタイルを自らデザインすることができるための講座を開設します。 

 

４４４４    その他その他その他その他    

（１）第（１）第（１）第（１）第６６６６２２２２回天回天回天回天龍龍龍龍峡夏期大学講座峡夏期大学講座峡夏期大学講座峡夏期大学講座    

教養を高め今日的課題を考える契機とするとともに、地域への誇りを醸成することを目的とし

て、川路公民館が開催します。    

（２）（２）（２）（２）飯田ムトス大学事業飯田ムトス大学事業飯田ムトス大学事業飯田ムトス大学事業    

  地区公民館ごとに取組む地域課題・生活課題をテーマとした重点事業を、新たな枠組みとして

共通の課題を持つ複数地区をネットワークし共有することで、地域の垣根を越えた地域課題解

決に向けた取組みを推進します。 

（３）（３）（３）（３）大学と連携した地域課題解大学と連携した地域課題解大学と連携した地域課題解大学と連携した地域課題解決の実践的展開決の実践的展開決の実践的展開決の実践的展開 

  東京大学大学院との共同調査・学習を始めとした高等教育機関等と連携して、地域に内在する

課題解決に向けて実践的に取り組みます。 

（４）（４）（４）（４）ブロック公民館事業ブロック公民館事業ブロック公民館事業ブロック公民館事業    

   20地区の公民館を４つに編成したブロック公民館では、スポーツ行事等を通じた他地域との交

流や、公民館役員対象の研修会及び情報交換会を実施します。 

（（（（５５５５））））主事会プロジェクト事業主事会プロジェクト事業主事会プロジェクト事業主事会プロジェクト事業    

   公民館主事会ではプロジェクトチームを編成して、公民館を取り巻く様々な課題解決のために

実践的な学習や研究に取り組みます。 



飯田市公民館のあゆみ飯田市公民館のあゆみ飯田市公民館のあゆみ飯田市公民館のあゆみ    

この地域は、大正期の自由画教育や青年運動から生まれた伊那自由大学などに代表される歴

史的・風土的な教育の土壌や、戦後直後からの青年会や婦人会の自主的な学習活動などを背景

に、全国に先駆けて公民館が設置されました。 

飯田市は、昭和12年に飯田町と上飯田町が合併し誕生しました。以来６回にわたり町村合併

が行われましたが、そのつど旧町村単位に独立公民館（以下「地区公民館」）と職員を配置し

てきました。旧飯田地区（橋北・橋南・羽場・丸山・東野）は、昭和43年に１館制から５館に

分離し、それぞれ地区公民館として位置づけられました。その後も平成５年７月１日に上郷町、

平成17年10月１日に上村、南信濃村と合併し、現在は中央館の役割を担う飯田市公民館（以下

「市公民館」）と、20の地区公民館が独立、並列方式により配置されています。 

市公民館は、全市民を対象とした事業や地区公民館相互の連絡調整を図る機関として、また

地区公民館は住民の身近な公民館として、地域課題や生活課題に対する学習や交流などを通じ

て住民の主体的な活動を支援し、地域の特色を生かした個性豊かで魅力ある地域づくりの一端

を担ってきました。 

昭和48年に文部省の委嘱を受け、公民館の運営基準について自ら研究し導き出した４つの運

営原則「地域中心」「住民参画」「並列配置」「機関自立」の考え方は、飯田市の地域づくりに

対する公民館の姿勢を反映したものであり、今も活動の基本方針となっています。 

なお飯田市は、平成19年4月に新たな住民自治の仕組みとして「地域自治組識」を導入しま

した。これにより公民館は、社会教育法にも基づき市が設置する社会教育機関であるとともに、

地域自治組織を構成するまちづくり委員会の１委員会に位置付けられました。 

 

 

飯田市公民館の運営組織飯田市公民館の運営組織飯田市公民館の運営組織飯田市公民館の運営組織    
 

市公民館には、館長会の互選で選出された市公民館長（非常勤特別職）、市公民館長を補

佐する副館長（課長職）、学習支援係（係長、主事、学習支援係、社会教育コーディネータ

ー）、管理係（係長、管理係）が職員として配置されています。また、市内全ての地区公民

館の館長・主事で構成される館長会及び主事会が置かれ、公民館職員の相互研鑽の場になっ

ています。 

地区公民館には、非常勤特別職の館長と常勤専任の公民館主事が配置されています。また、

人口規模の大きな地区である松尾・竜丘・伊賀良・鼎・上郷公民館、自治振興センターが併

設されていない旧市５地区の公民館及び南信濃公民館には、管理係が配置されています。 

地区公民館には、飯田市の公民館活動の４つの運営原則の一つである住民参画の原則を保

障し、住民主体の公民館活動を展開するため「専門委員会」が設置されています。専門委員

会の設置状況は地区によって異なりますが、主に文化委員会、体育委員会、広報委員会、青

少年育成委員会などが組織されています。専門委員会の名称、人数、役職、任期は公民館長

が定めることとなっており、町内あるいは分館からの推薦や地区内全域から適任者を選び、

公民館長が委嘱します。（詳細は、Ｐ8「専門委員会の設置状況」を参照） 

多くの地区公民館のもとに、集落単位を基本とする「分館」が組織されています。現在飯

田市には103の分館（休館を除く）があり、住民に最も身近な公民館として、住民の手によ

って主体的に運営されています。 

また地区公民館は、隣接する地域や中学校区などつながりの強い地域同士で「ブロック」

を組織しています。現在は20の地区公民館で４つのブロックを組織し、ブロック内で連携し

ながら事業を展開しています。 



 

飯田市飯田市飯田市飯田市公民館公民館公民館公民館のののの活動活動活動活動    
 

飯田市の公民館は、地域住民の学習、交流の場として、住民自らが自由闊達な学習活動やグ

ループ活動を展開しています。 

公民館が実施する学級や講座は、乳幼児やその保護者を対象としたものから高齢者の生き甲

斐づくりまで全ての世代を対象にしたものであり、学習内容も個人的な教養を高めるものから

地域課題や生活課題を捉えた組織的な学習活動まで、幅広い学習を展開しています。実施にあ

たっては、公民館職員が中心となって開催するものや、運営委員会や実行委員会などを組織し

市民参画のもと開催するものなど形態は様々ですが、学習や交流の機会を通じて主体的な人材

の育成に寄与しています。 

専門委員会の活動は、住民自らがアイデアを出し合い、それぞれの地域の特色を活かした

様々な事業を展開しています。専門委員会は公民館運営の母体であり、住民が事業の企画段階

から主体的に関わることにより地域を知り、地域を担う人材育成の場として機能しています。 

（詳細は、Ｐ16「専門委員会等事業一覧表」を参照） 

分館は、住民の生活に一番身近な公民館であり、子どもから高齢者まで日常的な学習や交流

の場になっています。分館では、なによりも住民同士のふれあいや交流を大切にし、分館独自

の事業を主体的に展開しています。また、地区公民館と密接につながり、一体となって公民館

の活動を支えています。 

 

 

飯田市公民館の事業飯田市公民館の事業飯田市公民館の事業飯田市公民館の事業    

 

市公民館事業 

・全市民を対象とした事業 

・新たな地域課題、生活課題に対応し、地区公民館に波及することをねらったモデル的な事業の

実施やそのための指導者の育成 

・地区公民館活動が円滑に展開されるためのネットワーク事業 

 

ブロック事業 

・地区公民館単独では実施困難な事業 

・地区公民館事業の継続発展した事業 

・ブロック内での情報交換、相互研鑽 

 

地区公民館事業 

・住民要望に基づく学級講座 

・専門委員会が企画する地区独自の事業 

・コミュニティを醸成する各種の事業 

・学習相談、学習情報の提供及び施設設備の提供 



 

 

                                （人口は平成25年2月末現在） 

 

現在、103の分館が、市民の手によって自主的に運営されている。 

飯田市公民館の運営組織図飯田市公民館の運営組織図飯田市公民館の運営組織図飯田市公民館の運営組織図    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館名 
ブロック 

体制 

人 口 

(人) 

職員体制 （人） 

公民館長※※※※1 副館長補※※※※2222 公民館主事※※※※3333  管理係 

 橋北公民館 

Ａ 

ブロック 

3,372 1 － 1 1 

 橋南公民館 3,012 1 － 1 1 

 羽場公民館 5,210 1 － 1 1 

 丸山公民館 3,720 1 － 1 1 

 東野公民館 3,145 1 － 1 1 

 座光寺公民館 

Ｂ 

ブロック 

4,696 1 1 1 － 

 山本公民館 5,155 1 1 1 － 

 伊賀良公民館 14,670 1 1 1 1 

 鼎公民館 13,601 1 1 1  2 ※※※※4444 

 上郷公民館 14,357 1 1 1 1 

 松尾公民館 

Ｃ 

ブロック 

12,919 1 1 1 1 

 下久堅公民館 3,143 1 1 1 － 

 竜丘公民館 7,057 1 1 1 1 

 上村公民館 500 1 １ 1 － 

 南信濃公民館 1,720 1 １ 1 1 

 上久堅公民館 

Ｄ 

ブロック 

1,466 1 1 1 － 

 千代公民館 1,836 1 1 1 － 

 龍江公民館 3,041 1 1 1 － 

 川路公民館 2,003 1 1 1 － 

 三穂公民館 1,524 1 1 1 － 

計   106,147 20 人 15 人 20 人 12 人 

                                 

 

 
 

※1 公民館長は地域協議会が推薦し教育委員会が任命する。（非常勤特別職） 

※2 副館長補佐は自治振興センター所長が任命され、センター業務と公民館業務の連係調整を図る役割 

を担っている。（旧市５地区は除く） 

※3 公民館主事は常勤専任。自治振興センター職員の兼務辞令を受けている。 

※4 うち１名は社会教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ。 

飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館飯田市公民館    

飯田市公民館長 （１人） 
 

※非常勤特別職 

※飯田市公民館館長会会長 

※地区公民館長と兼任 

飯田市公民館副館長 （１人） 

 

※課長職 
 

学習支援係 

学習支援係長 （１人） 

市公主事   （１人） 

社会教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

       （２人） 

管理係 

管理係長 （１人） 

管理係  （１人） 飯田市公民館館長会 飯田市公民館主事会 

地区公民館地区公民館地区公民館地区公民館    

分分分分    館館館館    

公
民
館
運
営
審
議
会
 

（

１４人
） 

専門委員会の設置専門委員会の設置専門委員会の設置専門委員会の設置 
※委員は館長が委嘱。名称、委員数、役職及び任期は館長が定める。    

～住民参加による主体的な企画・運営～（20館共通） 



地区公民館の専門委員会設置状況

公

公公

公 民

民民

民 館

館館

館 名

名名

名
名　称

名　称名　称

名　称 人数

人数人数

人数

任期

任期任期

任期

（年）

（年）（年）

（年）

公

公公

公 民

民民

民 館

館館

館 名

名名

名
名　称

名　称名　称

名　称 人数

人数人数

人数

任期

任期任期

任期

（年）

（年）（年）

（年）

文化部 10 2 文化部 6 2

体育部 10 2 体育部 8 2

広報部 10 2 青少年健全育成部 6 2

育成部 10 2 新聞部 13 2

文化委員会 11 2 文化委員会 15 2

体育委員会 10 2 体育委員会 23 2

文化委員会 12 2 広報委員会 10 2

体育委員会 13 2

民俗資料保存委員会

9 2

広報委員会 8 2 育成委員会 7 2

育成委員会 11 2 文化部会 10 2

文化部会 11 2 体育部会 14 2

体育部会 12 2 広報部会 9 2

広報部会 4 2 文化委員会 14 2

青少年健全育成部

会

13 2 体育委員会 15 2

文化部 7 2 女性委員会 14 2

体育部 18 2 広報委員会 8 2

広報部 8 2 文化委員会 20 2

育成部 17 2 体育委員会 20 2

文化部 17 2 文化部 24 2

体育部 11 2 体育部 28 2

広報部 13 2 広報部 21 2

育成部 22 2 文化委員会 12 2

文化委員会 20 2 体育委員会 16 2

体育委員会 21 2 広報委員会 12 2

広報委員会 16 2 文化部会 11 2

総務企画委員会

8 2 体育部会 15 2

文化部 15 2 広報部会 11 2

体育部 19 2

青少年健全育成部会

11 2

広報部 11 2 文化委員会 4 2

育成部 15 2 体育委員会 4 2

文化委員会 11 2 広報委員会 4 2

体育委員会 12 2 文化委員会 8 2

広報委員会 10 2 体育委員会 11 2

文化委員会 17 2 広報委員会 7 2

体育委員会 17 2 計

広報委員会 12 2

青少年育成委員会

14 2

橋北公民館 龍江公民館

橋南公民館

竜丘公民館

羽場公民館

川路公民館

丸山公民館

三穂公民館

東野公民館

山本公民館

座光寺公民館

伊賀良公民館

鼎公民館

松尾公民館

上郷公民館

下久堅公民館

上村公民館

上久堅公民館

南信濃公民館

千代公民館



地 区 名 分 館 名
分館世帯数

地 区 名 分 館 名
分館世帯数

地 区 名 分 館 名
分館世帯数

橋 北 ★ 江 戸 浜

117

法 山

82

★東 鼎

165

橋 南 な し 大 郡

65

★西 鼎

122

羽 場 な し 米 峰

28

★ 下 茶 屋

200

丸 山 な し 毛 呂 窪

69

★中 平

636

吾 妻 町 南

56

八 ノ 倉

21

★ 上 茶 屋

157

東 新 町 １

67

下 村

83

★切 石

861

錦 町

69

第 一

256

★上 山

932

高 羽 町 東

248

第 二

278

★一 色

391

宮 の 前 休館 第 三

310

★ 名 古 熊

706

宮 ノ 上

258

第 四

162

★ 上 黒 田

632

諏 訪 町

73

駄 科

844

★下黒田北

995

座 光 寺 な し 長 野 原

440

★下黒田南

783

上 溝

327

★時 又

371

★下黒田東

661

久 井

176

桐 林

550

★丹 保

344

★水 城

305

上 川 路

132

★北 条

417

★新 井

393

２

49

★ 飯 沼 南

350

寺 所

232

３

47

★南 条

284

★  明   

485

４

104

★ 別 府 上

329

★清 水

230

５

41

★ 別 府 下

558

城

486

６

108

上 町

71

八 幡 町

358

７

112

中 郷

42

代 田

746

８

159

程 野

55

毛 賀

649

三 穂 な し 下 栗

49

常 盤 台

395

東 平

304

和 田 橋 北

177

知 久 平

250

大 明 神

120

和 田 橋 南

374

★ 虎 岩

148

北 平

172

八 重 河 内

58

柿 野 沢

91

中 平

68

木 沢

119

稲 葉 休館 西 平

39

南 和 田

72

小 林

49

南 湯 川

121

南 原

149

竹 佐

156

下 虎 岩

294

箱 川

69

１

107

久 米

93

　以下１０３分館
以下１０３分館以下１０３分館
以下１０３分館（休館を除く）

（休館を除く）（休館を除く）
（休館を除く）

２

78

二 ツ 山

95

３

103

下 殿 岡

350

　※うち条例分館は２７館

４

90

上 殿 岡

455

　（★の印）

５

84

三 日 市 場

388

６

54

北 方

1893

　※世帯数は、平成25年度分館

北 部

43

大 瀬 木

1239

　　世帯数（平成26年2月調査）

芋 平

20

中 村

651

野 池

81

三 尋 石

184

米 川

117

鼎 ★下 山

744

山 本

南 信 濃

下 久 堅

上 久 堅

伊 賀 良

千 代

飯 田 市 の 分 館

千 代

鼎

東 野

龍 江

上 郷

竜 丘

松 尾

川 路

上 村



管理費 事業費

面積　（㎡） 建設年月 構造

橋北公民館 74,000 288,000 1,648,000 2,010,000 594.6 S55. 3

鉄骨３

橋南公民館 154,000 276,000 1,433,700 1,863,700 550.9 S59. 3

鉄骨３

羽場公民館 414,000 345,000 2,355,500 3,114,500 937.2 S54. 3

鉄骨２

丸山公民館 314,000 298,000 1,815,000 2,427,000 896.0 S55. 3

鉄骨２

東野公民館 194,000 281,000 1,941,000 2,416,000 644.9 S60. 3

鉄骨２

座光寺公民館 314,000 328,000 5,425,400 6,067,400 901.6 S61. 4

鉄骨２

松尾公民館 474,000 589,000 7,098,000 8,161,000 2114.7 H 2. 3

鉄骨２

下久堅公民館 104,000 268,000 2,960,000 3,332,000 804.7 S53. 4

鉄骨２

上久堅公民館 144,000 227,000 2,571,000 2,942,000 952.2 S56. 3

鉄骨２

千代公民館 124,000 239,000 2,713,000 3,076,000 742.6 S55. 2

鉄骨２

龍江公民館 119,000 277,000 5,127,000 5,523,000 912.7 S59. 3

鉄骨２

竜丘公民館 174,000 402,000 6,942,000 7,518,000 1699.1 H13. 5

鉄骨２

川路公民館 144,000 814,000 2,900,000 3,858,000 777.0 S57. 3

鉄骨２

三穂公民館 144,000 229,000 2,762,000 3,135,000 731.7 S59. 1

鉄骨２

山本公民館 175,000 343,000 3,345,000 3,863,000 1263.6 H 6. 3

鉄骨２

伊賀良公民館 394,000 641,000 7,780,000 8,815,000 1697.4 S63. 3

鉄骨２

鼎公民館 2,760,000 609,000 3,525,000 6,894,000 3678.7 S55. 2

鉄筋４

上郷公民館 190,000 634,000 6,911,000 7,735,000 1428.0 S39. 11

鉄筋３

上村公民館 196,000 1,059,000 1,255,000 130.9 S40. 3

鉄筋３

南信濃公民館 235,000 2,484,000 2,719,000 1548.4 H19.11

鉄筋２

小計 6,410,000 7,519,000 72,795,600 86,724,600 23006.9

飯田市公民館 1,726,000 4,398,000 － 6,124,000 3,059.80 S51.11

鉄筋４

合計 8,136,000 11,917,000 72,795,600 92,848,600 26066.7

公　　費

地区費 総　　計

〈説明〉

　・ブロック事業分の予算はブロック幹事の館へ配分している

　・「公費」は地区へ配分している金額のみで飯田市公民館で一括管理の予算（人件費、修繕費等）は含まれない

　・「地区費」は地区内における振興交付金からの配分額等であるため地区毎に積算根拠が異なる

公民館の予算及び施設の現状一覧表　公民館の予算及び施設の現状一覧表　公民館の予算及び施設の現状一覧表　公民館の予算及び施設の現状一覧表　

公民館名

　　　　　平成２５年度当初予算　　（単位：円）

施設の現状



件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員 件  数 回  数 人  員

飯田市公民館

164 571 10,166 114 375 29,378 324 1,188 13,187 602 2,134 52,731

　　　　ホール 21 66 2,946 36 143 17,516 20 92 1,988 77 301 22,450

　　　　会議室 143 505 7,220 78 232 11,862 304 1,096 11,199 525 1,833 30,281

橋北公民館

134 253 4,039 168 226 3,973 1,390 1,529 19,530 1,692 2,008 27,542

橋南公民館

47 81 864 170 190 3,920 489 566 6,219 706 837 11,003

羽場公民館

99 165 1,790 349 548 9,871 947 2,342 36,847 1,395 3,055 48,508

丸山公民館

134 140 1,872 243 309 7,759 1,335 1,458 19,333 1,712 1,907 28,964

東野公民館

60 70 1,136 113 160 2,839 439 1,207 19,167 612 1,437 23,142

座光寺公民館

29 44 1,028 762 1,258 16,528 483 763 8,153 1,274 2,065 25,709

松尾公民館

196 291 7,068 983 1,104 36,101 844 1,914 29,508 2,023 3,309 72,677

下久堅公民館

15 15 313 704 743 12,824 165 321 6,224 884 1,079 19,361

上久堅公民館

8 8 249 247 257 4,959 113 174 1,913 368 439 7,121

千代公民館

10 10 116 196 207 3,451 467 482 5,767 673 699 9,334

龍江公民館

63 67 1,346 578 578 5,338 1,033 1,048 13,614 1,674 1,693 20,298

竜丘公民館

70 113 2,068 287 437 7,916 964 2,494 37,140 1,321 3,044 47,124

川路公民館

14 14 297 347 347 5,203 523 523 6,872 884 884 12,372

三穂公民館

12 12 198 268 275 6,016 334 340 4,902 614 627 11,116

山本公民館

42 42 1,021 201 208 5,486 994 1,060 11,440 1,237 1,310 17,947

伊賀良公民館

195 250 8,043 661 1,019 28,576 1,257 1,620 28,535 2,113 2,889 65,154

鼎公民館

326 566 21,071 535 995 58,436 870 1,781 35,906 1,731 3,342

115,413

　　　　ホール 32 68 11,036 105 237 27,953 6 55 7,900 143 360 46,889

　　　　会議室 294 498 10,035 430 758 30,483 864 1,726 28,006 1,588 2,982 68,524

上郷公民館

180 272 6,033 348 1,033 22,974 900 1,843 29,889 1,428 3,148 58,896

上村公民館

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南信濃公民館      　

22 22 505 217 217 6,222 162 162 2,533 401 401 9,260

南信濃学習

　　交流ｾﾝﾀｰ

7 7 110 101 101 1,645 210 210 6,986 318 318 8,741

地区館計 1,663 2,442 59,167 7,478 10,212

250,037

13,919 21,837

330,478

23,060 34,491

639,682

合　計 1,827 3,013 69,333 7,592 10,587

279,415

14,243 23,025

343,665

23,662 36,625

692,413

飯田市各地区公民館利用状況

合        計有  料  使　用 減  免  使　用 無  料  使　用

（平成24年度）



平成２５年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

公民館名

公民館名公民館名

公民館名 乳幼児教育支援事業

乳幼児教育支援事業乳幼児教育支援事業

乳幼児教育支援事業 家庭教育支援事業

家庭教育支援事業家庭教育支援事業

家庭教育支援事業 多文化共生事業

多文化共生事業多文化共生事業

多文化共生事業 　地域芸術文化振興事業

　地域芸術文化振興事業　地域芸術文化振興事業

　地域芸術文化振興事業

飯田市公民館

飯田市公民館飯田市公民館

飯田市公民館

 （P20 ～30参照）

○子育てサークルリーダー交流会

○妊婦さん向け講座

　　　　「ベビーグッズを作ろう」

○トライアングル活動支援

   　- フリーマーケット -

  　 - 子育て情報誌

    　　 『おひさま』編集、発行 -

  　 - 子育て講座

　　　　「子育てｴｯｾﾝｽ」-

○小学生の生活に関する調査 ○わいわいサロン

○わいわいサロンⅡ

○子育てとにほんご

○英語サロン

○日本語支援者研修

○飯田市民大学講座

　－農業移民として「満洲国」へ

　－今、伝えなければならない

　　 満蒙開拓の歴史

　－飯田線開通に命を懸けた

　　 川村カネトの生涯に学ぶ

橋北公民館

橋北公民館橋北公民館

橋北公民館

　（P31～35参照）

○2歳児学級

　（橋北・橋南・東野地区合同）

○親子和菓子づくり体験

○新春書き初め大会

○北斗のまち・さわやか講座

　－満蒙開拓平和記念館 訪問

○ふるさとコンサート

　（橋北・橋南・東野3館合同）

○いいだ人形劇フェスタ２０１３

○文化研修旅行

○橋北地区伝統文化保存継承

プロジェクト

　－お囃子横笛太鼓演奏教室

橋南公民館

橋南公民館橋南公民館

橋南公民館

 （P36～43 参照）

○０歳児学級「こちょばこ」

（橋北・橋南・東野地区）

○１歳児学級「さくらんぼ」

（橋北・橋南・東野地区）

○なかよしリズム隊

○家庭教育講演会

　-幸せな人生を歩むためにとて

　 も大切なこと-

○親子パン作り講座

○追手町小学校放課後子ども教

室

○夏休み子ども教室

○人形劇フェスタ　橋南地区公

演

○ふるさとコンサート（橋北・橋

南・東野地区）

○伝統文化教室

　－天龍太鼓子ども教室－

　－松一獅子舞教室－

○伝統・文化継承学級「手の芸

の会」

羽場公民館

羽場公民館羽場公民館

羽場公民館

 （P44～49 参照）

○０－１歳児学級

○2歳児学級

○3歳児学級

○家庭教育講演会（羽場・丸山・

東野地区）

○曙の里講座　人権講座 ○ふれあいコンサート（羽場・丸

山地区）

○飯田人形劇フェスタ2013羽場

地区公演

○羽場地区文化祭

丸山公民館

丸山公民館丸山公民館

丸山公民館

 （P50～55 参照）

○すくすく学級（0・1歳児）

○２歳児学級

○３歳児学級

○家庭教育講演会

　（羽場・丸山・東野地区合同）

○子育て講演会

○ふれあいコンサート

　（羽場・丸山地区合同）

○いいだ人形劇フェスタ2013

○丸山地区文化祭

東野公民館

東野公民館東野公民館

東野公民館

 （P56～61 参照）

○三館合同乳幼児学級（橋北・橋

南・東野）

○家庭教育講演会（羽場・丸山・

東野）

○親と子のスポーツ交流会

○お正月行事

○子どもお楽しみ会「ブラジル

の遊びと料理を楽しもう」

○ふるさとコンサート（橋北・橋

南・東野三館合同）

○いいだ人形劇フェスタ2013東

野地区公演

○第41回東野区民文化祭

座光寺公民館

座光寺公民館座光寺公民館

座光寺公民館

 （P62～68 参照）

○ぴよぴよ教室

○2歳児学級

○アンパンマンの会

○子育て講演会

○子育て応援講座

松尾公民館

松尾公民館松尾公民館

松尾公民館

 （P69～73 参照）

○１歳児学級

○２・３歳児学級

○ラフティング体験教室

○親子パン作り教室

○日中文化交流会

○飯田カネト松尾公演

○探勝会

下久堅公民館

下久堅公民館下久堅公民館

下久堅公民館

 （P74～79 参照）

○乳幼児学級ぽっかぽか（いちご

グループ　０・１歳）

○乳幼児学級ぽっかぽか（あひる

グループ　２・３歳）

○幼児運動実践講座

○親子体験学習

○子ども工作教室

○クリスマスお楽しみ会

上久堅公民館

上久堅公民館上久堅公民館

上久堅公民館

 （P80～85 参照）

○乳幼児学級「わくわくキッズ」 ○上久堅小学校ＰＴＡ・公民館共

催講演会

○図書館　冬のお楽しみ会

○多文化ふれあい交流会 ○人形劇フェスタ「市内観劇バス

ツアー」

○上久堅陶芸教室



平成２５年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

学習交流推進事業

学習交流推進事業学習交流推進事業

学習交流推進事業 郷土学習支援事業

郷土学習支援事業郷土学習支援事業

郷土学習支援事業 健康学習推進事業

健康学習推進事業健康学習推進事業

健康学習推進事業 環境学習支援事業

環境学習支援事業環境学習支援事業

環境学習支援事業

○第51回飯田市公民館大会

○高校生講座「カンボジアスタディツアー」

○第38回公民館コーラスグループ発表会

○第32回飯田市女性バレーボール大会

○飯田市成人式

○東京大学大学院牧野研究室との共同調

査・学習

○飯田ムトス大学事業

○ＪＩＣＡ草の根技術協力事業「フィリピンプ

ロジェクト」

○飯田市民大学講座

　－信南（伊那）自由大学と下伊那の青年

　　 たち

　－飯田の公民館と地域づくりに学ぶ

　－カミとホトケの交渉史　～廃仏毀釈の

　　 ツメ跡～

○飯田市民大学講座

　－伊那谷の秋の虫とアオマツ

ムシの侵入

 －伊那谷の地震災害と中央構

　　造線の活断層運動

○北斗のまち・さわやか講座

　－飯田弁、人形ｆ劇、骨、仏教、大正琴、

　　日本料理

○橋北地区文化祭

○工作体験教室・実験教室

○しめ飾り講習会・もちつき交流会

○北斗のまち・さわやか講座

　－橋北音頭、下栗の里バスハイク、

　　　浜井場小学校、提灯

○上飯田の歴史　連続講座

○菱田春草　連続講座

○3館合同文化講演会

　（橋北・橋南・東野地区合同）

○中心市街地シャレットワークショップ

○橋北面白倶楽部（地域人教育関連）

○橋北まるごと博物館研究会

○マレットゴルフ教室

○健康教室　ウォーキング関連を3

回

○ワンバウンドふらば～るバレー

大会

○囲碁ボール体験

○囲碁ボール大会

○ウリング大会

○橋北市民運動会

○北斗のまち・さわやか講座

　－飯田下伊那の自然、

○橋北地区文化祭

　-おひさま進歩エネルギーと共

催で環境学習

○中心市街地におけるエネル

ギーからのまちづくりについて

○おひまち

○しめ縄づくり講習会

○もちつき

○書き初め

○橋南文化講座（温故創新）

　－橋南の源氏名と祭り法被－

○橋南史跡ウォーキング

　－橋南桜ウォーキング－

○橋南史跡巡り

　－高遠、諏訪高島、諏訪大社を巡る－

　－飛鳥と藤原京を巡る－

○「橋南各町源氏名と祭り法被」編集事業

○３館合同文化講演会（橋北・橋南・東野

地区）

　－春草を中心とした明治画壇－

○ウォーキング講座

○ふれあい健康講座

　－おいしい野菜の選び方・食べ

　方講座－

○橋南環境講座

（ラベンダー関連講座）

　－ラベンダースティックを作ろう

　－

　－ラベンダー入りブローチを作

　ろう－

　－ラベンダーリースを作ろう－

○曙の里講座　お正月の花を生けましょう

○曙の里講座　書初め大会

○冬の探鳥会（羽場・丸山地区・飯田西中

学校）

○図書館お楽しみ会

○夜の講座

○シニア講演会

○子ども体験学習

　「飯田城下町遺跡と動物園見学」

○羽場ふれあいウォーキング

○おやす・しめ縄つくり

○新春お楽しみ会

○ワンバウンドふらば～るバレー

大会

○囲碁ボール大会

○ふれあいスポーツ祭

○ソフトバレーボール大会

○飯田西中学校春の探鳥会

○魚のつかみ取り

○田んぼ活動

○きのこ狩りと芋煮会

○曙の里講座　省エネ講座

○新春書初め教室

○そばうち体験講座

○観月の夕べ

○国宝への旅

○春の探鳥会

○風越山と暮らしを考える講座

○五福の会

○女性学級「めだかの学校」

○若草の里東野講座

○しめ縄作り

○書初め書道教室

○三館合同文化講演会(橋北・橋南・東野）

○教養講座「五平餅作り」

○東野文化の路探訪会

○ウォーキング事業「みんなで歩

かまい!東野再発見!!」

○山菜採り勉強会

○麻績いきいき大学

○松尾サイエンス

○男踊り教室

○地域いきいきセミナー

○水引教室

○松尾探検隊

○ひさかた村塾

○下久堅地区新年の会

○ひさかた和紙講座 ○からだケア教室

○ヨガ・ストレッチ教室

○ＬＥＤランプシェードづくり講座

○お花見ウォーキング

○南信州狼煙リレー

○上久堅を学ぶ会

○男性料理教室「男子厨房に入

る」



平成２５年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

公民館名

公民館名公民館名

公民館名 乳幼児教育支援事業

乳幼児教育支援事業乳幼児教育支援事業

乳幼児教育支援事業 家庭教育支援事業

家庭教育支援事業家庭教育支援事業

家庭教育支援事業 多文化共生事業

多文化共生事業多文化共生事業

多文化共生事業 　地域芸術文化振興事業

　地域芸術文化振興事業　地域芸術文化振興事業

　地域芸術文化振興事業

千代公民館

千代公民館千代公民館

千代公民館

　（P86～92 参照）

○乳幼児学級「ちよっ子クラブ」

○乳幼児教育講座

○子育てパワーアップ講演会

○親子料理教室

○人形劇フェスタ観劇バスツ

アー

龍江公民館

龍江公民館龍江公民館

龍江公民館

 （P93～100 参照）

○乳幼児学級０－１歳（りす）

○乳幼児学級２－３歳（ぞう＆うさ

ぎ）

○家庭教育講座

－絵本・かみしばいの読み聞かせ教

室－

○食育体験教室

　－季節の野菜づくり－

　－大豆・豆腐づくり体験－

○親子人形劇の会

○人権教育学習

　－平和学習（満蒙開拓平和記

念館）－

○人形劇フェスタ観劇バスツ

アー

○今田人形浄瑠璃の保存と継承

○親子文楽ツアー

竜丘公民館

竜丘公民館竜丘公民館

竜丘公民館

 

  

 （P101～106 参照）

○0歳児学校

○1歳児学級

○2歳児学級

○3歳児学級

○家庭教育講演会

○親子ふれあいハイキング

○水辺の楽校【再掲】

○竜丘あいさつ運動

○青少年クラブ運営

○中国帰国者支援事業「好友

会」（日本語教室）

○ふるさとコンサート

○いいだ人形劇フェスタ2013竜

丘地区公演

○ニューイヤーコンサート

○竜丘地区文化祭

川路公民館

川路公民館川路公民館

川路公民館

 （P107～114 参照）

○乳幼児学級「すくすく学級」

○親子の運動遊び教室

　　「にこにこキッズ」

○絵手紙講座 ○人権教育講座 １６ミリフィルム上映会

三穂公民館

三穂公民館三穂公民館

三穂公民館

　

 （P115～122 参照）

○乳幼児学級「みほなかよし学

級」

○乳幼児のひろば

○家庭教育講座「命の尊さにつ

いて ～生まれてきてくれてありが

とう～」

○高齢者学級「満蒙開拓平和

記念館見学バスハイク」

○文化セミナー「満蒙開拓平和

記念館見学」

○ふるさとコンサート

山本公民館

山本公民館山本公民館

山本公民館

　

 （P123～128 参照）

○乳幼児学級（なかよし広場）

○乳幼児学級（ちびっこ広場）

○親子体験教室

○キッズ山本大作戦音楽フェスタ

○児童センターおやつ作り

○キッズ山本大作戦ウィンター

フェスタ25

○Yamamoto International友の

会

伊賀良公民館

伊賀良公民館伊賀良公民館

伊賀良公民館

 （P129～133 参照）

○乳幼児学級（０－１歳児学級、

ひまわりっ子２－３歳児）

○いがら農園

鼎公民館

鼎公民館鼎公民館

鼎公民館

　

 （P134～139 参照）

○つくし学級（３歳児親子）

○２歳児サークル

○１歳児サークル

○幼児運動実践講座「ぐんぐんＫＩ

ＤＳ」

○かなえ子育てネットワーク「すく

すくの樹」（子育てのツボツボ講

座）

○小学校・保育園・幼稚園との連

携による子育て支援事業

上郷公民館

上郷公民館上郷公民館

上郷公民館

　

 （P140～145 参照）

○乳幼児学級

○乳幼児学級・育児サークル合同

学習会

○乳幼児運動あそび教室

○子ども（親子）そば打ち教室

○子ども料理教室

○黒田人形教室

上村公民館

上村公民館上村公民館

上村公民館

 （P146～150 参照）

○乳幼児学級「ひよこちゃん」 ○小学校ＰＴＡ共催講演会 ○かみむら総合文化祭・健康ま

つり

南信濃公民館

南信濃公民館南信濃公民館

南信濃公民館

　

 （P151～157参照）

○乳幼児学級｢すこやか学級｣ ○家庭教育講座 ○人形劇団育成事業



平成２５年度　公民館学級・講座実施状況一覧表

学習交流推進事業

学習交流推進事業学習交流推進事業

学習交流推進事業 郷土学習支援事業

郷土学習支援事業郷土学習支援事業

郷土学習支援事業 健康学習推進事業

健康学習推進事業健康学習推進事業

健康学習推進事業 環境学習支援事業

環境学習支援事業環境学習支援事業

環境学習支援事業

○高齢者学級

○新春書き初め教室

○男性の料理教室

○婦人学級

○読み聞かせグループ「どんぐりの会」

○歴史を語る会

○そば打ち体験

○陶芸教室

○ストレッチ体操教室（のびのび元気体操）

○シェイプアップ体操（しなやかシェイプ

アップ体操）

○図書館春のお楽しみ会

○郷土を学ぶ学習会

　－紙問屋騒動－

○ムトス支援事業

－龍江中学校校歌－

－龍江かるた冊子－

○ふるさと再発見講座

○自分の身体の事を知ろう

○大人の学校 ○竜丘市民大学講座

○ふるさと学習会

○竜丘自由画保存顕彰委員会

○竜丘古墳の会

○民俗資料保存事業

○古墳まつり

○新・丘のみちしるべ編集委員会

○夏季スポーツ大会

○冬季スポーツフェスティバル

○竜丘市民運動会

○水辺の楽校

○親子ふれあいハイキング【再

掲】

○塚原二子塚 古墳公園臼井川

秘境遊歩道整備委員会

○第６１回天龍峡夏期大学

　　（飯田市公民館主催・文化事業再掲）

○第２５回川路の明日を考える研究集会

○冬期講座

○カルタ大会

○凧作り教室

○小学生・中学生のための食育講座と走り

方講習会

○歴史文化セミナー

○世代間交流事業

○遠足倶楽部

○さわやか健康教室

○健康講演会

○ウォーキング講座

○学友林学習事業

○高齢者学級（世代間交流分野）

○真陽地区との交流事業

○ほっとけない楽習会「遠山郷バスの旅」、

「防災ゲーム　クロスロードをやってみよう」

○防災セミナー

○高齢者学級「農業の歴史から農村の暮

らしを学ぶ」

○ふるさとめぐり三穂

○伊豆木人形の継承

○ほっとけない楽習会「地域で見

守り　みんなで介護」

○高齢者学級「座ってできる脳トレ

体操」

○高齢者学級

○男の料理教室

○お話を聞く会

○飾り巻き寿司講座

○あさま山荘事件を語る

○山本学講座 ○出張健康講座

○ウォーキング講座・ノルディック

ウォーク講座

○かさまつ大学

○お楽しみ会（図書分館との合同事業）

○伊賀良を学ぼう　～歴史・文化・自然～

○伊賀良を学ぼう　～食～

○伊賀良を学ぼう　～食～　横山タカ子

先生に学ぶ料理教室

○男性の料理教室

○華甲大学（高齢者学級）

○食育講座「もぐもぐ隊」

○かなえっこ　どっきどきスクール

○華甲大学（高齢者学級）

○古文書講座

○「地育力向上講座「ずんずんず～ん隊」

○華甲大学（高齢者学級）

○料理教室

○高齢者学級

○地域づくりフォーラム

○上郷地域の成り立ちを知る連続講演

○世代間交流事業

○かみっこ食育交流事業

○人形劇フェスタ観劇バスツアー

○漢字能力検定

○かみっこお楽しみ会

○「若い衆で地域を語らまいか」意見交換

会

○小学生霜月祭横笛教室 ○ニュースポーツ講習会

○冬季スポーツ大会

○上村ウォーキング講座

○野鳥観察会

○星空観察会

○女性学級

○高齢者学級｢いこいの広場｣

○図書分館との合同事業

○平和学習事業

○夏休み子ども講座

○おいしいお茶づくり講座

○遠山森林塾

○ブッポウソウの保護活動



平
成
２
５
年
度
　
専
門
委
員
会
等
事
業
一
覧
表

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

橋
北
公
民
館

橋
北
公
民
館

橋
北
公
民
館

橋
北
公
民
館

　
（
P
3
1
～

3
5
 
参

照
）

・
文

化
研

修
旅

行

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3

・
橋

北
地

区
文

化
祭

・
第

2
1
回

　
橋

北
歌

う
夕

べ

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会

・
囲

碁
ボ

ー
ル

体
験

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
健

康
教

室

・
第

3
6
回

　
橋

北
市

民
運

動
会

・
橋

北
地

区
ボ

ウ
リ
ン

グ
大

会

・
館

報
橋

北
　

発
行

・
親

子
和

菓
子

づ
く

り
体

験

・
工

作
体

験
教

室
　

実
験

教
室

・
し

め
飾

り
講

習
会

 
も

ち
つ

き
交

流
会

・
新

春
書

き
初

め
大

会

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

　
（
橋

北
・
橋

南
・
東

野
3
館

合
同

）

・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
、

橋

南
、

東
野

合
同

）

橋
南
公
民
館

橋
南
公
民
館

橋
南
公
民
館

橋
南
公
民
館

　
（
P
3
6
～

4
3
 
参

照
）

・
飯

田
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

　
橋

南
地

区
公

演 ・
第

７
回

橋
南

芸
能

発
表

会

・
第

1
8
回

橋
南

文
化

祭

・
橋

南
史

跡
め

ぐ
り

（
夏

・
冬

）

・
「
橋

南
各

町
の

源
氏

名
と

祭
り

法
被

」
編

集
事

業

・
第

2
8
回

橋
南

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ
ー

大
会

・
橋

南
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
講

習
会

・
囲

碁
ボ

ー
ル

講
習

会

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
第

2
6
回

橋
南

連
合

大
運

動
会

・
橋

南
女

性
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

・
橋

南
ソ

フ
ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

・
し

め
縄

づ
く

り
講

習
会

・
お

ひ
ま

ち

・
も

ち
つ

き
大

会

・
土

に
親

し
む

活
動

　
大

豆
を

育
て

よ
う

・
第

1
0
回

橋
南

夏
ま

つ
り

・
伝

統
文

化
教

室
「
天

龍
太

鼓
子

ど
も

教
室

」
「
松

一
獅

子
舞

教
室

」

・
追

手
町

小
学

校
放

課
後

子
ど

も
教

室

・
夏

休
み

子
ど

も
教

室

・
橋

北
・
橋

南
・
東

野
地

区
　

成
人

式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
橋

北
・
橋

南
・

東
野

地
区

）

羽
場
公
民
館

羽
場
公
民
館

羽
場
公
民
館

羽
場
公
民
館

　
（
P
4
4
～

4
9
 
参

照
）

・
羽

場
ふ

れ
あ

い
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
羽

場
地

区
公

演

・
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト
（
羽

場
・
丸

山
地

区
）

・
羽

場
地

区
文

化
祭

・
夜

の
講

座

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
大

会

・
ふ

れ
あ

い
ス

ポ
ー

ツ
祭

・
ソ

フ
ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

・
広

報
あ

け
ぼ

の
　

発
行

・
田

ん
ぼ

活
動

田
植

え
・
稲

刈
り

・
脱

穀
・
餅

つ
き

・
子

ど
も

体
験

事
業

「
飯

田
城

下
町

遺
跡

と
動

物
園

見
学

」

・
魚

の
つ

か
み

取
り

・
き

の
こ

狩
り

と
芋

煮
会

・
し

め
縄

と
お

や
す

作
り

・
新

春
お

楽
し

み
会

・
羽

場
・
丸

山
地

区
成

人
式

・
飯

田
西

中
学

校
春

の
探

鳥
会

・
冬

の
探

鳥
会

・
図

書
館

お
楽

し
み

会

・
家

庭
教

育
講

演
会

丸
山
公
民
館

丸
山
公
民
館

丸
山
公
民
館

丸
山
公
民
館

　
（
P
5
0
～

5
5
 
参

照
）

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
4
丸

山
地

区
公

演

・
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト

・
丸

山
地

区
文

化
祭

・
冬

の
探

鳥
会

・
大

人
の

サ
ロ

ン

・
風

越
山

と
暮

ら
し

を
考

え
る

講
座

・
町

内
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
大

会

・
丸

山
地

区
市

民
大

運
動

会

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
健

康
講

座

・
広

報
ま

る
や

ま
の

編
集

・
ス

ポ
ー

ツ
教

室
支

援
事

業

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

体

験
会

・
水

引
体

験
教

室

・
お

正
月

飾
り

教
室

・
お

正
月

遊
び

、
も

ち
つ

き
体

験

・
み

ち
く

さ
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

・
羽

場
・
丸

山
地

区
成

人
式

・
丸

山
小

学
校

か
ざ

こ
し

タ
イ

ム

・
風

越
山

を
愛

す
る

会

・
丸

山
小

学
校

放
課

後
子

ど
も

教
室

（
青

空
ス

ク
ー

ル
）

東
野
公
民
館

東
野
公
民
館

東
野
公
民
館

東
野
公
民
館

　
（
P
5
6
～

6
1
 
参

照
）

・
山

菜
取

り
勉

強
会

・
五

平
餅

作
り

体
験

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
東

野
地

区
公

演

・
東

野
文

化
の

路
探

訪
会

・
第

4
1
回

東
野

区
民

文
化

祭

・
し

め
縄

作
り

・
お

正
月

行
事

・
一

般
男

子
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

（
春

季
・
秋

季
）

・
親

と
子

の
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

・
ラ

ー
ジ

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

大
会

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～
る

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
ま

ち
づ

く
り

会
報

の
発

行
（
第

2
5
～

2
8
号

）

・
ビ

デ
オ

収
録

、
編

集

・
親

と
子

の
ス

ポ
ー

ツ
交

流
会

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
東

野
地

区
公

演

・
第

4
1
回

東
野

区
民

文
化

祭

・
キ

ッ
ズ

チ
ャ

レ
ン

ジ
「
ソ

ー
セ

ー
ジ

作
り

」

・
お

正
月

行
事

・
子

ど
も

お
楽

し
み

会

・
小

、
中

学
校

卒
業

記
念

品
贈

呈

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
事

業
「
み

ん
な

で
歩

か

ま
い

!
東

野
再

発
見

!
!
」

・
橋

北
、

橋
南

、
東

野
地

区
成

人
式

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト
（
橋

北
、

橋
南

、

東
野

合
同

）

・
三

館
合

同
文

化
講

演
会

（
橋

北
、

橋

南
、

東
野

合
同

）

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他



平
成
２
５
年
度
　
専
門
委
員
会
等
事
業
一
覧
表

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

座
光
寺
公
民
館

座
光
寺
公
民
館

座
光
寺
公
民
館

座
光
寺
公
民
館

　
（
P
6
2
～

6
8
 
参

照
）

・
座

光
寺

人
形

劇
ま

つ
り

・
座

光
寺

地
域

文
化

祭

・
麻

績
の

里
種

ま
き

大
賞

・
座

光
寺

地
域

成
人

式

・
大

人
の

テ
イ

ス
テ

ィ
ン

グ

・
歴

史
ふ

れ
あ

い
健

康
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

・
春

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
高

陵
地

区
体

力
測

定
会

・
夜

間
ペ

タ
ン

ク
リ

ー
グ

・
座

光
寺

盆
野

球
大

会

・
座

光
寺

地
域

市
民

運
動

会

・
地

区
ス

ポ
ー

ツ
月

間

冬
季

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

・
広

報
座

光
寺

発
行

・
広

報
座

光
寺

お
知

ら
せ

版
発

行

・
座

光
寺

の
子

ど
も

を
語

る
会

連
絡

会

・
子

ど
も

桜
ガ

イ
ド

・
お

茶
摘

み
体

験
学

習

・
ホ

タ
ル

を
見

る
会

・
水

辺
の

広
場

で
遊

ぼ
う

・
子

ど
も

科
学

教
室

・
体

験
学

校
ま

と
め

の
会

・
ふ

る
さ

と
探

検

・
学

校
周

辺
の

植
物

・
生

物
を

観
察

し
よ

う ・
キ

ノ
コ

を
育

て
て

み
よ

う

・
地

域
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム

・
ふ

る
さ

と
再

発
見

講
座

・
歴

史
現

地
学

習
会

松
尾
公
民
館

松
尾
公
民
館

松
尾
公
民
館

松
尾
公
民
館

　
（
P
6
9
～

7
3
 
参

照
）

・
飯

田
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
3

・
第

1
1
回

松
尾

踊
っ

て
み

よ
う

会

・
年

賀
状

展

・
松

尾
地

区
文

化
祭

・
松

尾
地

区
成

人
式

・
松

尾
地

区
市

民
運

動
会

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会

・
分

館
対

抗
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
分

館
対

抗
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

大
会

・
松

尾
キ

ン
ボ

ー
ル

講
習

会

・
体

力
テ

ス
ト
と

痛
み

を
和

ら
げ

る
ス

ト
レ

ッ
チ

講
習

会

・
「
ま

つ
お

新
聞

」
の

発
行

・
農

業
体

験
食

育
講

座
「
ま

け
る

な
農

園
」

・
親

子
木

工
教

室

・
公

民
館

役
員

研
修

会

・
３

地
区

合
同

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
柳

澤
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
践

教
室

・
松

尾
地

区
還

暦
の

会

下
久
堅
公
民
館

下
久
堅
公
民
館

下
久
堅
公
民
館

下
久
堅
公
民
館

　
（
P
7
4
～

7
9
 
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3

・
下

久
堅

地
区

文
化

祭

・
分

館
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
レ

デ
ィ

ー
ス

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
常

会
対

抗
盆

野
球

大
会

・
下

久
堅

地
区

市
民

運
動

会

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
「
ひ

さ
か

た
」
の

発
行

・
蜜

ロ
ウ

キ
ャ

ン
ド

ル
作

り
体

験
教

室

・
親

子
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

大
会

・
親

子
書

き
初

め
教

室

・
あ

い
さ

つ
運

動

・
公

民
館

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

・
下

久
堅

地
区

成
人

式

・
下

久
堅

放
課

後
子

ど
も

教
室

上
久
堅
公
民
館

上
久
堅
公
民
館

上
久
堅
公
民
館

上
久
堅
公
民
館

　
（
P
8
0
～

8
5
 
参

照
）

・
十

三
の

郷
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

２
０

１
３

上
久

堅
地

区

公
演

・
上

久
堅

地
区

文
化

祭

・
Ａ

Ｅ
Ｄ

講
習

会

・
分

館
対

抗
女

性
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
分

館
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
上

久
堅

地
区

運
動

会

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
館

報
「
か

み
ひ

さ
か

た
」
発

行

・
館

報
編

集
学

習
会

・
第

４
回

上
久

堅
写

真
展

・
館

報
発

送
サ

ー
ビ

ス
事

業

・
分

館
自

主
活

動

・
世

代
交

流
し

め
縄

飾
り

講
習

会

・
第

２
1
回

ひ
さ

か
た

の
火

ま
つ

り

・
第

2
0
回

小
川

路
峠

へ
登

っ
て

み
よ

う

・
上

久
堅

地
区

成
人

式

千
代
公
民
館

千
代
公
民
館

千
代
公
民
館

千
代
公
民
館

　
（
P
8
6
～

9
2
 
参

照
）

○
ふ

る
さ

と
講

演
会

○
万

古
渓

谷
桂

の
木

ツ
ア

ー

○
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
千

代

地
区

公
演

○
千

代
地

区
文

化
祭

○
千

代
峠

交
流

会

○
第

2
4
回

ス
ー

パ
ー

マ
レ

ッ
ト
ゴ

ル
フ

大
会

○
第

1
3
回

ス
ー

パ
ー

テ
ィ

ー
ボ

ー
ル

大
会

○
千

代
地

区
市

民
運

動
会

○
第

4
回

ワ
ン

ふ
ら

バ
レ

ー
大

会

○
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会

○
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
へ

の
参

加

○
館

報
千

代
の

発
行

○
ふ

る
さ

と
の

便
り

発
送

事
業

○
万

古
渓

谷
栃

の
木

ツ
ア

ー

○
千

代
地

区
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

○
創

作
教

室

○
千

代
地

区
成

人
式

○
千

代
地

区
ソ

フ
ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
交

流
会

○
ス

ポ
ー

ツ
講

演
会

龍
江
公
民
館

龍
江
公
民
館

龍
江
公
民
館

龍
江
公
民
館

　
（
P
9
3
～

1
0
0
 
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
龍

江
地

区
公

演

・
龍

江
地

区
文

化
祭

、
芸

能
祭

・
ふ

る
さ

と
探

訪

・
地

区
市

民
運

動
会

・
さ

く
ら

ま
つ

り
ペ

タ
ン

ク
大

会

・
龍

江
一

周
駅

伝
の

集
い

・
ア

ロ
マ

ヨ
ガ

教
室

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

・
龍

江
新

聞
の

発
行

（
毎

月
）

・
龍

江
新

聞
地

区
外

発
送

・
龍

江
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
運

営

・
龍

江
地

区
育

成
連

絡
協

議
会

・
龍

江
ふ

る
さ

と
探

検

・
百

人
一

首
大

会
、

龍
江

か
る

た
会

・
水

辺
の

楽
校

魚
釣

り
、

魚
つ

か
み

大
会

・
龍

江
少

年
少

女
ク

ラ
ブ

合
同

発
会

式

及
び

納
め

会

・
武

田
信

玄
狼

煙
リ
レ

ー

・
親

子
文

楽
観

劇
ツ

ア
ー

・
竜

東
中

学
校

地
区

交
流

ス
ポ

ー
ツ

大

会 ・
平

和
学

習

・
龍

江
地

区
成

人
式

・
今

田
平

農
村

広
場

グ
ラ

ン
ド

整
備



平
成
２
５
年
度
　
専
門
委
員
会
等
事
業
一
覧
表

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

竜
丘
公
民
館

竜
丘
公
民
館

竜
丘
公
民
館

竜
丘
公
民
館

　
（
P
1
0
1
～

1
0
6
 
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
竜

丘
地

区
公

演

・
ニ

ュ
ー

イ
ヤ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

・
竜

丘
地

区
文

化
祭

・
竜

丘
市

民
大

学
講

座

・
ふ

る
さ

と
学

習
会

・
親

子
ふ

れ
あ

い
ハ

イ
キ

ン
グ

・
成

人
式

・
夏

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

・
竜

丘
市

民
運

動
会

・
館

報
た

つ
お

か
発

行
・
水

辺
の

楽
校

・
竜

丘
あ

い
さ

つ
運

動

・
青

少
年

ク
ラ

ブ
運

営

・
古

墳
ま

つ
り

・
民

俗
資

料
保

存
事

業

・
塚

原
二

子
塚

 
古

墳
公

園
臼

井
川

秘

境
遊

歩
道

整
備

委
員

会

・
放

課
後

子
ど

も
教

室

・
新

・
丘

の
み

ち
し

る
べ

編
集

委
員

会

・
竜

丘
古

墳
の

会

・
竜

丘
自

由
画

保
存

顕
彰

委
員

会

川
路
公
民
館

川
路
公
民
館

川
路
公
民
館

川
路
公
民
館

　
（
P
1
0
7
～

1
1
4
 
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
２

０
１

３
川

路

地
区

公
演

・
第

６
１

回
天

龍
峡

夏
期

大
学

（
飯

田
市

公
民

館
主

催
・
学

習
交

流
推

進
事

業
再

掲
）

・
分

館
対

抗
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

ー
る

バ
レ

ー
大

会

・
川

路
地

区
大

運
動

会

・
分

館
対

抗
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

・
ソ

フ
ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

・
館

報
「
か

わ
じ

」
発

行
・
川

路
地

区
成

人
式

三
穂
公
民
館

三
穂
公
民
館

三
穂
公
民
館

三
穂
公
民
館

　  
（
P
1
1
5
～

1
2
2
 
参

照
）

・
真

陽
地

区
と

の
交

流
事

業
I
N

真
陽

・
ふ

る
さ

と
コ

ン
サ

ー
ト

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

三
穂

地
区

公
演

・
三

穂
ふ

れ
あ

い
夏

祭
り

・
ふ

る
さ

と
め

ぐ
り

三
穂

・
真

陽
地

区
と

の
交

流
事

業
I
N

三
穂

・
三

穂
文

化
祭

・
や

ま
び

こ
マ

ー
チ

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト
運

営

・
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

〜
る

バ
レ

ー
大

会

・
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

大
会

・
お

盆
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル

大
会

・
三

穂
地

区
市

民
運

動
会

・
冬

季
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

月
間

・
地

区
内

ス
ポ

ー
ツ

団
体

と
の

交
流

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
へ

の
参

加 ・
体

育
施

設
整

備
作

業

・
館

報
「
み

ほ
」
の

発
行

（
年

６
回

）

・
新

春
放

談
会

・
三

穂
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・
ブ

ロ
グ

の

更
新

＜
女

性
委

員
会

＞

・
ほ

っ
と

け
な

い
楽

習
会

・
女

性
委

員
研

修
会

　
料

理
講

習
会

・
女

性
交

流
ス

ポ
ー

ツ
大

会

　
（
ソ

フ
ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
）

・
公

民
館

各
種

事
業

へ
の

参
画

＜
そ

の
他

＞

・
伊

豆
木

人
形

の
継

承

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

　
 
感

激
☆

バ
ス

ツ

ア
ー

・
三

穂
地

区
成

人
式

・
救

急
救

命
講

習
会

・
公

民
館

委
員

研
修

視
察

旅
行

山
本
公
民
館

山
本
公
民
館

山
本
公
民
館

山
本
公
民
館

　 　
（
P
1
2
3
～

1
2
8
 
参

照
）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3
山

本
地

区
公

演

・
山

本
地

区
文

化
祭

・
国

際
ふ

れ
あ

い
交

流
会

・
分

館
対

抗
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
山

本
地

区
市

民
大

運
動

会

・
軽

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
山

本
夏

祭
り

・
武

田
信

玄
狼

煙
リ
レ

ー

・
山

本
地

区
成

人
式

・
杵

原
広

場
整

備
作

業

・
杵

原
学

校
フ

ォ
ト
コ

ン
テ

ス
ト

伊
賀
良
公
民
館

伊
賀
良
公
民
館

伊
賀
良
公
民
館

伊
賀
良
公
民
館

　
（
P
1
2
9
～

1
3
3
 
参

照
）

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

２
０

１
３

　
伊

賀
良

地

区
公

演

・
伊

賀
良

地
区

文
化

祭

・
ふ

る
さ

と
ゲ

ー
ム

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

～
中

村

の
巻

～

・
伊

賀
良

地
区

交
流

ペ
タ

ン
ク

大
会

・
分

館
対

抗
夏

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
伊

賀
良

地
区

運
動

会

・
分

館
対

抗
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
広

報
「
い

が
ら

」
発

行

・
米

寿
記

念
写

真
撮

影
、

贈
呈

・
伊

賀
良

地
区

成
人

式

・
学

校
開

放
運

営
委

員
会

議
、

調
整

会

議 ・
展

示
コ

ー
ナ

ー
運

営
委

員
会

・
伊

賀
良

小
学

校
ク

ラ
ブ

活
動

支
援



平
成
２
５
年
度
　
専
門
委
員
会
等
事
業
一
覧
表

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

文
化
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

体
育
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

広
報
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

育
成
事
業

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

公
民

館
名

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

専
　
門

　
委

　
員

　
会

　
事

　
業

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

鼎
公
民
館

鼎
公
民
館

鼎
公
民
館

鼎
公
民
館

　 　
（
P
1
3
4
～

1
3
9
 
参

照
）

・
ふ

る
さ

と
再

発
見

ワ
ン

デ
ー

マ
ー

チ

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
3

・
ふ

る
さ

と
鼎

ふ
れ

あ
い

広
場

・
文

化
祭

・
鼎

地
区

成
人

式

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会

・
鼎

地
区

体
育

祭
（
ペ

タ
ン

ク
大

会
）

・
鼎

地
区

縦
断

駅
伝

大
会

・
鼎

地
区

女
性

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

・
鼎

公
民

館
長

杯
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
公

民
館

報
か

な
え

の
発

行
・
公

民
館

役
員

研
修

視
察

・
小

学
校

・
保

育
園

・
幼

稚
園

と
の

連
携

に
よ

る
子

育
て

支
援

事
業

・
婦

人
団

体
連

絡
協

議
会

の
活

動
支

援

上
郷
公
民
館

上
郷
公
民
館

上
郷
公
民
館

上
郷
公
民
館

　 　
（
P
1
4
0
～

1
4
5
参

照
）

・
ク

ラ
ブ

育
成

事
業

・
上

郷
地

区
文

化
祭

・
ふ

れ
あ

い
音

楽
祭

・
体

力
測

定
会

・
囲

碁
ボ

ー
ル

大
会

・
夏

季
体

育
大

会
（
地

区
ペ

タ
ン

ク
大

会
）

・
上

郷
地

区
大

運
動

会

・
冬

季
体

育
大

会
（
ワ

ン
バ

ウ
ン

ド
ふ

ら
ば

～

る
バ

レ
ー

大
会

）

・
「
広

報
か

み
さ

と
」
発

刊
事

業
・
あ

い
さ

つ
運

動
（
立

ち
番

）

・
子

ど
も

体
験

教
室

・
野

底
山

森
林

公
園

も
み

じ
祭

り
（
ス

ト

ラ
ッ

ク
ア

ウ
ト
に

挑
戦

）

・
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
２

０
１

３
上

郷

地
区

公
演

・
本

館
役

員
研

修
会

・
上

郷
歩

こ
う
会

・
野

底
山

森
林

公
園

ま
つ

り
（
野

底

ウ
ォ

ー
ク

）

・
南

信
州

の
ろ

し
リ
レ

ー

・
ふ

る
さ

と
学

習
副

教
材
製

作
事

業

・
上

郷
地

区
成

人
式

上
村
公
民
館

上
村
公
民
館

上
村
公
民
館

上
村
公
民
館

 
（
P
1
4
6
～

1
5
0
参

照
）

・
野

鳥
観

察
会

・
人

形
劇

フ
ェ

ス
タ

2
0
1
3
　

上
村

地
区

公

演 ・
星

空
観

察
会

・
か

み
む

ら
総

合
文

化
祭

・
健

康
ま

つ
り

・
上

村
地

区
成

人
式

・
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

講
習

会

・
冬

季
ス

ポ
ー

ツ
大

会

・
マ

レ
ッ

ト
ゴ

ル
フ

大
会

・
か

み
む

ら
大

運
動

会

・
第

2
0
回

小
学

生
、

公
民

館
卓

球
大

会
（
南

信
濃

公
民

館
合

同
）

・
上

村
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
講

座

・
館

報
「
か

み
む

ら
」
発

行
・
飯

田
ム

ト
ス

大
学

事
業

南
信
濃
公
民
館

南
信
濃
公
民
館

南
信
濃
公
民
館

南
信
濃
公
民
館
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高橋寛治 

「自治体職員に求められる力量とは」「自治体職員に求められる力量とは」「自治体職員に求められる力量とは」「自治体職員に求められる力量とは」 

―社会教育的地域計画論から― 

 

（（（（1）はじめに）はじめに）はじめに）はじめに 

1、地域の未来をどのように計画するか。、地域の未来をどのように計画するか。、地域の未来をどのように計画するか。、地域の未来をどのように計画するか。 

 

2、飯田市の、飯田市の、飯田市の、飯田市の公民館事業「公民館事業「公民館事業「公民館事業「市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー」」」」からつかみ取ったもの。からつかみ取ったもの。からつかみ取ったもの。からつかみ取ったもの。 

飯田市では旧村ごとに 17（昭和 50 年当時）の独立した公民館を設置、その活動の柱が

市民セミナーであった。その理念は「生活の場を拠点に、暮らしや地域の課題を掘り起

し、その解決に向けて、住民相互が学習を深め合う」 

これを基に①市民の権利意識の醸成、「自分たちの地域を自分たちの手で！」まちづく

りのためのセミナー②市民の自発的発想を生かしたまちづくりにつながるセミナー③地

域問題を積極的に学習し、住民一人ひとりが“飯田を考える”セミナーを目指していた。 

それは昭和 50 年に中央自動車道が飯田まで開通するとともに、この地域に吹き荒れた

「開発」へ対する住民の暮らし、一方では気候と市場価格に振り回される農業などの状

況に対して、何とか展望を見い出そうという市民の課題意識が反映されていた。 

でも、このような住民自身による足元の切実な課題を掘り起こすことから始まった社

会教育活動は福祉・教育・水環境・農業など地域課題に関わればかかわるほど、他の部

署の仕事に踏み込むことになる。市役所内部の職務分掌でいえば高齢者は福祉課、水道

施設は水道課、農業振興でいえば農政課が担当となる。公民館活動が文化・スポーツ活

動の枠内で収まっているうちはよいが、他の部署の領分にまで踏み込み、あまつさえ行

政批判の火種さえ蒔きかねないテーマを取り上げることには抵抗があった。 

当時、行政の課題を公民館が取り上げることはタブー視されていた。それを冒してま

で、この問題へ踏み込んだのは何であったのだろうか…。それは縦割り行政から地域割

り行政への転換であり、住民を管理し恩恵を施す公務員から、住民自身が課題に気づき

解決してゆくための行政マンへの私たち自身の転換であった。 

 市民セミナーの共通テーマ「飯田を考える」には簡素な言葉の中にそのような意味が込

められていた。 

当時はまだ「本庁中心主義」の思想が濃厚に残っている中であった。しかし出先の現

場へ根を広げて住民と対話を重ね、課題を解決する技術を手にした職員は、やがて本庁

へ戻ると企画、農政、都市計画など創造的な職場に戻ることが多かった。言葉より実務

に裏付けられた職員集団が広がってきた。 

  当時、市長がよく口にしていた「全職員が公民館主事であれ」の一言は、結果として住

民自身が「自ら考え実践する」。市役所は下支えをする地域の礎へと向かうこととなった。 



    3、具体的な事業の展開。、具体的な事業の展開。、具体的な事業の展開。、具体的な事業の展開。（キーワドは地域を構造的にみる）（キーワドは地域を構造的にみる）（キーワドは地域を構造的にみる）（キーワドは地域を構造的にみる） 

  ①農業構造改善担当者としての未熟さ。（農林水産省へのこだわり） 

  ②中心市街地再生への基本（都市の本質は多様性、デベやゼネコンは使わない） 

  ③企業誘致、農業振興、コモンズの概念の拡大など 

  ④高野町の副町長（高野山文化圏、コモンズ、車への対応、山村の再生） 

 

（（（（2）「地域づくり」）「地域づくり」）「地域づくり」）「地域づくり」とその計画とその計画とその計画とその計画 

    1、考えの基盤、考えの基盤、考えの基盤、考えの基盤（あらゆる取り組みの考え方の基本）（あらゆる取り組みの考え方の基本）（あらゆる取り組みの考え方の基本）（あらゆる取り組みの考え方の基本） 

  ①誰がつくるか＝地域をつくるのは、そこに住んでいる住民。 

  ②地域づくりとは＝よりよい状態で生きたいという想い＝その条件をつくろうと思っ

て取り組もうとする「住民づくり」である。（儲かることではない） 

  ③そのことは、住民と行政の主体的で一体化された「協働」によって可能。 

  ④地域の活性化とは、その取り組みの活性化である。 

  ⑤「地域づくり」の計画は以上の事を基盤に据えて考えたい。 

    2、具体化への方向、具体化への方向、具体化への方向、具体化への方向 

  ①市町村が行うことは、上からの指示をするのではない。基礎自治体として決めたこ

とを住民に伝える姿勢ではなく、住民の要求に耳を傾け、住民が主体的に取り組も

うとして、取り組むことを積極的に支援し、一体となって実践する。そこに「協働」

がある。 

  ②「受け手」の公務員になろう。 

普通、公務員は「送り手」である。「前例」を右手に、「法律」を左手に持って住民

と対話をしようとする。（これを「20世紀型公務員という） 

私たちの格言に「過去の延長線上に未来は無い」と言われる。一方、法律は出来た

時が一番新しくフレッシュである。かつ日本を一律に一本の法律で律する時代は終

わっている。 

現場の生の声を聞いて、その中身に普遍性があり自らの地域のエゴで無いものであ

れば、法や運用の改正に取り組むのが公務員の醍醐味ではないだろうか。地方分権

一括法が施行されて 10 年余、なぜ中央集権は強化され、国が交付税の配分にまで査

定をしても文句のいえる市町村はなぜ生まれてこないのであろうか。 

    3、地域をつくることの具体化。、地域をつくることの具体化。、地域をつくることの具体化。、地域をつくることの具体化。 

  ①地域の実態を明らかにして課題に据える 

②その課題の解決・実現のため目標を据え 

③その実現の方法を考えて取り組む 

④以上の過程を具体的に重視して進める 

⑤住民と共に、その取り組みが主体的に進められるように支援する。 

⑥そのためにも職員一人ひとりは「白紙で物事に取り組むべき」である。「専門家であ

るとの意識」は大切であるが、事なかれ主義にはまりやすい。 



⑦地域の実態把握は＊客観的に捉える実態＊住民の意識・意欲や実践力の実態＊この

二つを両側面からの把握が必要。（客観的分析にもとづく実態把握のみでの目標設定

では、行政の一方通行となり、住民への送り付けとなる恐れが大きい） 

 

（（（（3）冒頭の講義２のまとめ）冒頭の講義２のまとめ）冒頭の講義２のまとめ）冒頭の講義２のまとめ 

    1、戦後のまちづくり、戦後のまちづくり、戦後のまちづくり、戦後のまちづくり。。。。 

  「個人が個人のベスト」を行った総体。 

    2、、、、「自治の気風」「自治の気風」「自治の気風」「自治の気風」 

公務員の仕事を続ける中で「住民同士の相互啓発を促す」ことは、そうたやすいこ

とではない。「高み」から指導する方がどんなに楽であろうか。 

公民館と同じ問いに直面していたのが保健士であった。飯田市では保健士も公民館

と同じように地区（旧村）ごとに配置されていた。そもそも保健活動は病の予防が目

的であるから、治療と違って結果が見えにくい。何人訪問したかは数字で出せても、

その結果何人の予防が出来ていたかはつかめない。いきおい近年特に顕著になった健

康診断の受診率を上げたり、全戸へ個々に保健士が訪問するなど数量的な目標だけが

求められている。 

このことに対して自分たちの仕事の本質は何かを問う保健士は疑問を持ち始めた。

「○○○が大切です」などと一方的に話すことから、健康教育は聞くだけでは勉強に

ならない、頭で分かっても「行動の変化にならない」というむなしさであった。その

事に助言を与えたのが久常節子さん（前社団法人日本看護協会会長）の助言であった。 

久常さんが保健士の持っている悩みから導いた方向性は「健康問題を住民の意識の

側面からとらえる視点」であった。血糖値一つをとっても一人ひとりでは受け止め方

が異なる、この一人ひとりの意識をとらえ、そこに働きかけないかぎり住民の行動を

変えることは出来ない。保健士が「教える」というのは駄目であり、こちらに問題意

識があっても、住民にないと行動にならない事であった。 

公民館活動も保健士の健康づくりも互いに基礎知識を持つ必要がある。でも、もう

ひとつ大切なことは住民との関係の仕方の技術を持つことであり、住民自身の意志に

基づいた地域社会づくりである。 

 

実はこの「住民自身の意志に基づいた地域社会づくり」が継続して取り組まれてい

る地域は皆無に等しい。住民と直接話をした経験が無い、担当者が変わる、面倒くさ

い、時間がかかる。どれも良くみられることである。 

繰り返しになるが「住民に学ぶ気持ち」を基本に真っ白な心で現場へ出て住民から

学んでみませんか？ 

パソコンからは暖かさと生活感を積み重ねた市民の真の声は出てきません。 

























草創期公民館の原点を振り返る

長野県教育委員会教育長

（元文部科学省社会教育課長）

伊藤伊藤伊藤伊藤 学司学司学司学司

平成平成平成平成26年年年年10月月月月19日日日日
解体新書塾解体新書塾解体新書塾解体新書塾

１９４５年 第二次世界大戦終結

１９４６年 寺中作雄氏（文部省社会教育課長（当時））

『『『『公民館の建設－新しい町村の文化施設公民館の建設－新しい町村の文化施設公民館の建設－新しい町村の文化施設公民館の建設－新しい町村の文化施設』』』』発刊（発刊（発刊（発刊（※※※※寺中構想）寺中構想）寺中構想）寺中構想）

「公民館の設置」に関する文部次官通牒発出「公民館の設置」に関する文部次官通牒発出「公民館の設置」に関する文部次官通牒発出「公民館の設置」に関する文部次官通牒発出

１９４７年 「教育基本法」公布・施行

第１回優良公民館表彰実施

１９４９年 「社会教育法」公布・施行「社会教育法」公布・施行「社会教育法」公布・施行「社会教育法」公布・施行 公民館の法的根拠公民館の法的根拠公民館の法的根拠公民館の法的根拠が示される

１９５１年 国による公民館施設補助金の交付開始国による公民館施設補助金の交付開始国による公民館施設補助金の交付開始国による公民館施設補助金の交付開始

－公民館の黎明期－

以降、平成９年度まで、公民館等の施設整備の補助を継続以降、平成９年度まで、公民館等の施設整備の補助を継続以降、平成９年度まで、公民館等の施設整備の補助を継続以降、平成９年度まで、公民館等の施設整備の補助を継続
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寺中作雄著『公民館の建設－新しい町村の文化施設』

（冒頭部分）

この有様を荒涼というのであろうか。この心持を索漠というのであろうか。目に映る

情景は赤黒く焼けただれた一面の焦土、胸を吹き過ぎる思いは風の如くはかない一

連の回想。焼トタン屋根の向うに白雲の峰が湧き、崩れ壁のくぼみに夏草の花が戦い
でいる。

これが三千年の伝統に輝く日本の国土の姿であろうか。

あくせくと一身の利に走り、狂うが如く一椀の食を求めてうごめく人々の群。これが天
孫の末裔を誇った曽ての日本人の姿であろうか。

武力を奪はれ、国富を削られた日本の前途は暗く家を焼かれ、食に飢える人々の気

力は萎え疲れている。これでよいのであろうか。日本は果たしてどうなるのであろうか。
……（中略）…… われわれは熱望する。お互いの教養を励み、文化を進め、心のオお互いの教養を励み、文化を進め、心のオお互いの教養を励み、文化を進め、心のオお互いの教養を励み、文化を進め、心のオ

アシスとなってわれわれを育くむ適当な場所と施設がほしい。アシスとなってわれわれを育くむ適当な場所と施設がほしい。アシスとなってわれわれを育くむ適当な場所と施設がほしい。アシスとなってわれわれを育くむ適当な場所と施設がほしい。郷土の交友和楽を培う

文化センターとしての施設を心から求めている。みんなが気を合せて働いたり楽しん

だりための溜まり場の施設が必要だ。そんな施設が各自の生活の本拠である郷土、
われわれの愛する町村に一つ宛できたらなんとすばらしいことであろう。・・・・・（後略）
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○○○○公民館の設置運営について（公民館の設置運営について（公民館の設置運営について（公民館の設置運営について（S21.7.5 文部次官通牒）文部次官通牒）文部次官通牒）文部次官通牒）

国民の教養を高めて，道徳的知識的並に政治的の水準を引上げ，または町村自治体に

民主主義の実際的訓練を与えると共に科学思想を普及し平和産業を振興する基を築くこと

は，新日本建設の為に最も重要な課題と考えられるが，此の要請に応ずるために地方に

於いて社会教育の中枢機関としての郷土図書館，公会堂，町村民集会所等の設置計画が
進捗し其の実現を見つゝあるのも少なくない事はまことに欣ばしいことである。

よって本省に於ても此の種の計画が全国各町村の自発的な創意努力によって，益々力

強く推進されることを希望し，今般凡そ別紙要綱に基く町村公民館の設置を奨励町村公民館の設置を奨励町村公民館の設置を奨励町村公民館の設置を奨励することゝ

なったから，青年学校の運営と併行して適切な指導奨励を加えられる様，命に依って通牒
する。

尚本件については内務省，大蔵省，商工省，農林省及厚生省に於て了解済内務省，大蔵省，商工省，農林省及厚生省に於て了解済内務省，大蔵省，商工省，農林省及厚生省に於て了解済内務省，大蔵省，商工省，農林省及厚生省に於て了解済であること

を附記する。

公民館について公民館について公民館について公民館について

○○○○公民館の機能公民館の機能公民館の機能公民館の機能
（『公民館の建設』 S2１より抜粋）

１．公民館は社会教育機関である。

２．公民館は社会娯楽機関である。

３．公民館は町村自治振興の機関である。

４．公民館は産業振興の機関である。

５．公民館は新しい時代に処すべき青年の養成に最も関心を持つ機関である。
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民主的社会教育機関です 村の茶の間です

親睦交友を深める施設です
産業振興の原動力です

民主主義の訓練場です

文化交流の場です

郷土振興の機関です

4

公民館の編成及び事業公民館の設置運営について公民館の編成及び事業公民館の設置運営について公民館の編成及び事業公民館の設置運営について公民館の編成及び事業公民館の設置運営について
（（（（S21.7.5 文部次官通牒）文部次官通牒）文部次官通牒）文部次官通牒）

（１）教養部

成人学級、婦人学級などの学級を置き、受講生を募集し一般教養に必要な学科を設
け、社会生活に則し、善良な社会人としての資質を養成せしめること。

（２）図書部

教養図書などを一般町村民の閲覧に供する。読書会の開催、部落への出張指導。郷
土資料等を観覧し、町の現状や産業状態に通暁している様指導すること。

（３）産業部

産業部に於ては町村民に対する各種産業の科学的指導を担当するものとし，之に必
要な各種器具機械に依り実物教育を行ふと共に，一般町村民の利用に供すること。

（４）集会部

集会部は常に町村民の為に下の様な会合を計画開催して，其の集会の指導斡旋に
当ること。講演会、講習会、討論会等

5



社会教育法社会教育法社会教育法社会教育法（昭和２４年６月１０日）（昭和２４年６月１０日）（昭和２４年６月１０日）（昭和２４年６月１０日）

第２０条 公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する

教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健

康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与すること
を目的とする。

第２２条 公民館は、第２０条の目的の達成のために、おおむね、左の事業を行う。
但し、この法律及び他の法令によって禁じられたものは、この限りでない。

一 定期講座を開設すること。

二 討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。

三 図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。

四 体育、レクリエーション等に関する集会を開催すること。

五 各種の団体、機関等の連絡を図ること。

六 その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。
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その後の公民館のいばらの道

• 補助金と設置運営基準による拡大

• 社会の変容（都市化・過疎化、生活スタイルの変化）

• 行政機能の肥大化と専門化
• 学校教育の普及拡大
• 生涯学習理念の普及
• 規制緩和・地方分権
• 行財政改革
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公民館はどこへ向かうべきか

•

•

•

•

• 10

＝信州の公民館＝信州の公民館＝信州の公民館＝信州の公民館 ２つの基本＝２つの基本＝２つの基本＝２つの基本＝

長野県らしい公民館に磨きをかけよう（提言）長野県らしい公民館に磨きをかけよう（提言）長野県らしい公民館に磨きをかけよう（提言）長野県らしい公民館に磨きをかけよう（提言） 【【【【Ｈ２４．３Ｈ２４．３Ｈ２４．３Ｈ２４．３】】】】

１．公民館は、最も身近で自由に学べるところ１．公民館は、最も身近で自由に学べるところ１．公民館は、最も身近で自由に学べるところ１．公民館は、最も身近で自由に学べるところ

～最も身近な学習の拠点～～最も身近な学習の拠点～～最も身近な学習の拠点～～最も身近な学習の拠点～

２．公民館は、学習と実践を通じて、みんなの地域をつくっていくところ２．公民館は、学習と実践を通じて、みんなの地域をつくっていくところ２．公民館は、学習と実践を通じて、みんなの地域をつくっていくところ２．公民館は、学習と実践を通じて、みんなの地域をつくっていくところ

～総合的な地域づくりの拠点～～総合的な地域づくりの拠点～～総合的な地域づくりの拠点～～総合的な地域づくりの拠点～

１１１１ より身近な分館・自治公民館活動をしっかり支えようより身近な分館・自治公民館活動をしっかり支えようより身近な分館・自治公民館活動をしっかり支えようより身近な分館・自治公民館活動をしっかり支えよう

２２２２ 学習と暮らし・地域を結ぶことを大切にしよう学習と暮らし・地域を結ぶことを大切にしよう学習と暮らし・地域を結ぶことを大切にしよう学習と暮らし・地域を結ぶことを大切にしよう

３３３３ 持続可能な地域をつくっていこう持続可能な地域をつくっていこう持続可能な地域をつくっていこう持続可能な地域をつくっていこう

４４４４ 学習の自由を守り育てよう学習の自由を守り育てよう学習の自由を守り育てよう学習の自由を守り育てよう

５５５５ 住民の暮らしや地域を良く知ろう住民の暮らしや地域を良く知ろう住民の暮らしや地域を良く知ろう住民の暮らしや地域を良く知ろう

６６６６ 関係する行政や地域の諸機関などと連携していこう関係する行政や地域の諸機関などと連携していこう関係する行政や地域の諸機関などと連携していこう関係する行政や地域の諸機関などと連携していこう

７７７７ 公民館職員同士の研修・交流の場を大切にしよう公民館職員同士の研修・交流の場を大切にしよう公民館職員同士の研修・交流の場を大切にしよう公民館職員同士の研修・交流の場を大切にしよう
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＝信州の公民館＝信州の公民館＝信州の公民館＝信州の公民館 ７つの提言＝７つの提言＝７つの提言＝７つの提言＝



川路における「天龍峡そば」の取組み川路における「天龍峡そば」の取組み川路における「天龍峡そば」の取組み川路における「天龍峡そば」の取組み 

 

H17.8.1 天龍峡花の里管理運営委員会 天龍峡 IC 剰余地の管理 4.5ha 国→市→地元 

            地元 8 区に作業チーム・おばさん主体のボランティア 

                    花を見に来る人に自発的にお茶だし 

                    そば祭りの湯茶接待に結びつく 

         高齢化・トラクター等農業用機械の所有の必要性 

 

H19.10.1 天龍峡そば普及組合 40 名 200 万円 

川路地区全体の取組みにする 

天龍峡花の里の管理業務で得たノウハウを終わらせるのは勿体無い 

         遊休農地でのそば栽培（信州大そば）→地域活性化 

考え方の転機→H19.4.1 新しい自治組織の導入 

自分達で出来ることは自分たちで   行政との協働  

 

１、実績の１ 

  遊休農地でのそば栽培 約 4.5ha （川路・竜丘・下瀬） 

   

２、実績の 2 「天龍峡そば」のブランド化 

① 天龍峡花の里そば祭り 第 1 回・平成 19 年 7 月（11 日間）以後 13 回 

現在は 7 月・9 月に各２日づつの開催 MAX800 食／日 平均 400 食／日程度 

三河・尾張・東濃・浜松初め首都圏等遠来のお客様が多い、リピーター増 

    そばのほか地元の五平餅・おやき・焼き鳥・農産物販売の他、売木村からもてんぷらの出店あ

り、ｲﾍﾞﾝﾄとして、音楽やダンス・歌の披露やポニーのそば畑内の散策もあり 

② 第 3 公園 さくら・グルメ祭り 第 1 回平成 21 年 4 月 以後 6 回実施 

③ 年越しそば 第 1 回 21 年 平均 600 食 汁つき 2 食 550 円 3 食 800 円 

④ ～若返りの湯・天龍峡そば祭り～ 第 1 回平成 23 年 10 月 春と秋の土・日・祭日約 10 日づ

つ、天候に左右されやすいが、観光客多く「天龍峡そばご膳」大好評 

・再生館での案内・りんご園からの紹介等の効果大→地域一体の協力関係構築の必要性 

特注 25 年秋から下伊那農業高校生との連携による食の提供 

   25 年秋は鹿肉を使ったオリジナル料理提供「鹿肉ギョーザ・ハヤシカライス」 

   内外に反響大→今後に注目 

   26 年春も 11 日間実施 7 月予定の「天龍峡花の里そば祭り」に自前ブースをと 

   今春卒業した 5 人が全員そば祭りに顔を出してくれた→一同感激 

３、実績の 3 そば打ち 

① 親子そば打ち教室・かわらんべ 20 組（特徴：子供が卒業するまで毎年参加） 

② 川路小学生のそば打ち 

特筆事項：川路通学合宿の開催→公民館主管で準備委員会の結成 

     6 月 10 日～14 日まで天龍峡温泉交流館で小学生 27 名寝食を共にする 

     注）地域の人々と、一つのものを作り上げてゆくことに喜びを感じて活動する主事

初め市職員の姿は尊い 



③ 農業体験等で川路を訪れる人達へのそば打ち→おすそわけ事業川路で高齢者の作る野菜を都会

の人に送る・農業体験に訪れる・たまには野菜を作っている人が出張販売に出かける→高齢者

の生きがいつくりを模索中 

  

４、表彰 

平成 25 年 2 月  

「遊休農地有効利用」 長野県農協中央会会長賞→川路地区農業振興会議受賞 

 天龍峡そば普及組合は川路地区農業振興会議に所属  

組合の遊休地そば栽培に対して表彰された 

 

H24.2. ㈱農耕百花    天龍峡そば普及組合の有志が出資  目的：地域貢献 

             5 名→全員取締役・無報酬  資本金 480 万円 

             天龍峡そば普及組合は 8 名、残りの人は出資金返金 

法人化の必要性   財産の取得、保有 他の法人との取引 会計処理等 

             利益を生み出さなければ活動維持も困難→地域貢献まで結び 

つかない 

社の方針   栽培から加工・販売まで一貫して行う 6次産業化 

今後の課題   地域貢献という目的達成のため、天龍峡温泉交流館の再生 

天龍峡への誘客活性化に如何に貢献できるか 

              最も具体的なもの→人材不足、高齢化→予想以上に進む 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 


